
1　　ローレンツ・フォン・シュタインをめぐる在欧外交官の動静

　
　
　

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
を
め
ぐ
る
在
欧
外
交
官
の
動
静

　
　
　
　
　

─
伊
藤
博
文
の
欧
州
立
憲
政
治
調
査
以
前
を
中
心
に
─

柗　

居　
　

宏　

枝

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯
の
一
つ
と
し
て
在
欧
外
交
官
に
注
目
し
、
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
（Lorenz von Stein/

一
八
一
五
‐
一
八
九
〇
）
は
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
十
四
日

か
ら
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
八
月
四
日
の
約
一
年
半
に
及
ぶ
伊
藤
博
文
の
欧
州
立
憲
政
治
調
査
に
お
い
て
、
最
も
伊
藤
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
１
）。
伊
藤
の
渡
欧
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
調
査
」
や
「
立
憲
政
体
（
治
）
調
査
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

し
か
し
、
伊
藤
が
受
け
た
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義（３
）を
見
る
に
、
そ
の
内
容
は
「
社
会
と
国
家
学
」
に
始
ま
り
、
国
民
経
済
学
、
軍
事
、
衛
生
、
教
育

な
ど
多
岐
に
渡
り
、「
立
憲
政
体
（
治
）」
や
「
憲
法
調
査
」
に
収
束
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る
。
本
稿
だ

け
で
は
そ
こ
に
十
分
な
結
論
を
出
す
に
は
至
ら
な
い
が
、
伊
藤
博
文
渡
欧
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
既
に
在
欧
外
交
官
に
よ
っ
て
シ
ュ

タ
イ
ン
国
家
学
が
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
伊
藤
の
渡
欧
の
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
を
試
み
た
い
。

　

さ
て
、
日
本
人
と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
邂
逅
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
誰
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

縷
々
類
推
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
未
だ
明
確
な
答
え
は
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
早
島
瑛
氏
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
日
本
に
来



　　お茶の水史学　54号　　2

る
前
に
ロ
ス
ト
ッ
ク
大
学
の
教
授
を
務
め
て
い
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
エ
ス
ラ
ー
や
ド
イ
ツ
駐
剳
特
命
全
権
大
使
青
木
周
蔵
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で

シ
ュ
タ
イ
ン
に
学
ん
だ
経
験
か
ら
伊
藤
博
文
の
渡
欧
の
際
に
随
行
員
を
務
め
た
大
蔵
権
大
書
記
官
河
島
醇
ら
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ

も
「
決
定
的
資
料
に
欠
け
、
所
謂
「
状
況
判
断
」
の
域
を
出
な
い
（
４
）」

と
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

瀧
井
氏
が
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
訪
れ
て
い
た
岩
倉
使
節
団
の
一
行
と
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
マ
ッ
ク
ス
・

フ
ォ
ン
・
ガ
ー
ゲ
ル
ン
男
爵
（M

ax von Gagern

）
の
自
宅
で
会
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
５
）が

、
決
定
的
な
史
料
の
発
見
に
は
至

ら
ず
、
論
及
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
比
較
的
早
い
時
期
に
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
面
識
を
持
っ
た
と
い
え
る
人
物
は
、
早
島
氏
の
指
摘
に

も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
河
島
醇
で
あ
ろ
う
。
河
島
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、「
ベ
ル
リ
ン
の
公
使
館
に
着
任
し
た
醇
は
一
等
書
記
生
と
し
て
勤
務
の

傍
、
約
三
カ
年
の
間
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
通
学
し
て
、
社
会
科
学
一
般
の
研
究
に
つ
と
め
た
。
十
一
年
の
十
一
月
に
は
ロ
シ
ア
公
使
館
へ
転
勤
し

た
が
、
そ
れ
も
僅
か
一
冬
の
間
で
、
翌
十
二
年
三
月
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
館
勤
務
へ
転
じ
た
。
そ
し
て
、
十
四
年
六
月
の
帰
国
命
令
ま
で

の
二
年
三
カ
月
間
は
ベ
ル
リ
ン
時
代
と
同
様
に
、
勤
務
の
か
た
わ
ら
ウ
ィ
ー
ン
大
学
へ
通
学
、
研
究
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
の

事
情
等
や
、
或
は
七
カ
年
に
も
及
ぶ
欧
州
の
公
使
館
勤
務
と
大
学
通
学
の
二
重
生
活
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
資
料
も
記
録
も
見
当
た
ら
な

い
の
で
、
そ
の
実
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
（
６
）。」
と
さ
れ
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
だ
け
に
、
邂
逅
の
最
初
と
結
論
付
け
る
に
は

十
分
と
は
い
え
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
、
瀧
井
氏
は
「
河
島
の
働
き
が
主
と
し
て
伊
藤
に
シ
ュ
タ
イ
ン
を
紹
介
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対

し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
学
を
日
本
に
導
入
す
る
よ
り
実
質
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
渡
邊
廉
吉
で
あ
っ
た
（
７
）。」
と
述
べ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
日

本
公
使
館
員
と
シ
ュ
タ
イ
ン
の
関
係
に
着
目
し
、
墺
国
公
使
館
三
等
書
記
生
渡
邊
廉
吉
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
堀
口
氏
は
、
渡
邊
の
他
、

墺
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
井
田
讓
を
挙
げ
、
井
田
が
滞
欧
中
の
伊
藤
に
シ
ュ
タ
イ
ン
招
聘
を
意
見
し
た
こ
と
か
ら
、「
彼
も
一
つ
の
ラ
イ
ン
と

考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
８
）。」
と
し
て
い
る
。
早
島
氏
は
「（
筆
者
註
：
伊
藤
の
）
シ
ュ
タ
イ
ン
訪
問
に
先
だ
っ
て
ヴ
ィ
ー
ン
駐
剳
臨
時
代
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理
公
使
本
間
清
雄
と
シ
ュ
タ
イ
ン
の
間
に
事
前
の
連
絡
が
も
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
そ
の
間
の
経
緯
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
（
９
）。」

と

述
べ
、
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
在
墺
外
交
官
と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
関
係
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
伊
藤
の
欧
州
憲
法
調
査
が
シ
ュ

タ
イ
ン
と
日
本
人
と
の
関
係
構
築
の
起
点
と
み
な
さ
れ
、
伊
藤
博
文
と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
視
角
か
ら
、「
誰
が
伊
藤
に
シ
ュ
タ
イ
ン
を
紹
介

し
た
の
か
」
と
い
う
点
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伊
藤
が
シ
ュ
タ
イ
ン
を
評
価
し
、
日
本
へ
の
招
聘
や
そ
れ
に
代
わ
る
明
治

政
府
と
の
雇
用
契
約
を
は
じ
め
、「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
」
を
慫
慂
し
た
と
い
う
文
脈
か
ら
、
誰
が
先
に
シ
ュ
タ
イ
ン
を
伊
藤
に
紹
介
し
た
の
か
、

と
い
う
追
及
で
あ
る
。
そ
こ
に
明
確
な
答
え
を
見
い
だ
せ
な
い
理
由
の
一
つ
は
、
既
に
日
本
人
の
間
で
シ
ュ
タ
イ
ン
が
評
価
さ
れ
て
い
る
段
階

の
中
で
、
伊
藤
が
渡
欧
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
面
会
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

伊
藤
博
文
に
下
っ
た
詔
勅
に
は
「
欧
洲
立
憲
の
各
国
に
至
り
、
其
政
府
又
は
碩
学
の
士
と
相
接
し
其
組
織
及
ひ
実
際
の
情
形
に
至
る
ま
て
観

察
（
（（
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
先
行
研
究
者
の
清
水
氏
が
「
つ
く
べ
き
政
府
を
ド
イ
ツ
帝
国
に
、
そ
の
学
者
を
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
ル
ド
ル

フ
・
グ
ナ
イ
ス
ト
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
に
内
定
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る（（（
（

」

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
伊
藤
の
渡
欧
前
か
ら
シ
ュ
タ
イ
ン
の
存
在
は
、
日
本
人
の
間
で
あ
る
程
度
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
伊
藤
博
文
の
憲
法
調
査
以
前
の
欧
州
に
お
い
て
、
渡
邊
廉
吉
（
墺
国
公
使
館
三
等
書
記
生
（
（（
（

）
や
井
田
讓
（
墺
国
駐
箚
特

命
全
権
大
使
、
の
ち
仏
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
（（
（

）、
本
間
清
雄
（
墺
国
公
使
館
書
記
官
（
（（
（

）、
柳
原
前
光
（
露
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
（（
（

）、
青
木
周

蔵
（
独
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
（（
（

）
ら
在
欧
外
交
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
シ
ュ
タ
イ
ン
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
ら
在
欧
外

交
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
お
い
て
も
シ
ュ
タ
イ
ン
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
渡
邊
廉
吉
の
も
と
に
届
い
た
数
々
の
書
簡
を
中
心

に
検
討
を
行
い
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
が
伊
藤
の
渡
欧
以
前
の
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
十
月
に
は
、
墺
国
公
使
館
顧
問
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
明
治
十
四
年
十
二
月
に
は
既
に
井
田
譲
か
ら
外
務
卿
井
上
馨
に
宛
て
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
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の
日
本
へ
の
招
入
れ
が
建
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、
本
稿
に
引
用
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
復
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
は
活
字
の
ま
ま
と
し
、
新
た
に
お
こ
し
た
も
の
は
原
文
に
即
し
て
、

旧
字
体
お
よ
び
カ
タ
カ
ナ
、
句
読
点
を
記
し
た
。
ま
た
、
文
中
の
□
□
は
不
明
箇
所
で
あ
る
。

一
、
シ
ュ
タ
イ
ン
へ
の
注
目
─
墺
国
公
使
館
書
記
生 

渡
邊
廉
吉
─

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
タ
イ
ン
に
注
目
し
、
親
交
を
深
め
て
い
た
の
は
渡
邊
廉
吉
で
あ
る
。

　

ま
ず
初
め
に
、
墺
国
公
使
館
勤
務
以
前
の
渡
邊
の
経
歴
（
（（
（

か
ら
述
べ
て
お
き
た
い
。
渡
邊
は
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
一
月
、
現
在
の
新
潟

県
長
岡
市
で
生
ま
れ
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
十
一
月
、
大
学
南
校
独
逸
部
に
入
学
し
翌
年
第
一
大
学
区
第
一
中
学
で
学
ん
だ
。
文
部
省
出

仕
を
経
て
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
年
に
東
京
外
国
語
学
校
の
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
外
務
省
雇
い
は
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
外
国
貴
賓
渡
来
に
付
接
伴
掛
附
属
と
な
っ
た
後
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
三
月
十
五
日
、
墺
国
公
使
館
の
外
務
三
等
書
記

生
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
五
月
二
八
日
横
浜
を
出
発
し
、
七
月
二
十
日
に
ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
し
た
。
横
浜
か
ら
香
港
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
汽
船
で

は
、
ロ
シ
ア
公
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
柳
原
前
光
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
井
田
讓
と
同
船
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
公

務
の
傍
ら
ウ
ィ
ー
ン
大
学
へ
通
学
し
、
伊
藤
博
文
が
立
憲
政
治
調
査
の
為
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
た
際
に
は
そ
の
通
訳
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
後
、

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
十
二
月
に
帰
国
し
、
法
制
局
参
事
官
を
務
め
て
い
る
。

　

渡
邊
廉
吉
が
最
初
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
事
を
記
述
し
た
の
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
十
二
月
十
七
日
付
、
妻
お
久く

尓に

宛
の
書
簡
（
（（
（

で
あ

る
。　　

　
　
（
欄
外
）「
十
四
年
二
月
十
六
日
着　

第
七
」

十
月
廿
九
日
附
之
御
文
、
本
月
十
二
日
到
著
拜
見
、
皆
々
御
達
者
之
由
、
不
堪
抃
舞
之
至
候
、
六
月
卅
日
付
之
御
文
も
慥
ニ
拜
見
致
候
、
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其
節
御
返
事
致
候
心
得
之
處
、
御
文
中
月
日
記
載
無
之
ニ
付
、
逸
々
月
日
ヲ
以
て
御
返
答
セ
ザ
ル
事
ト
存
候
間
、
以
後
ハ
必
ら
す
月
日
并

号
ト
モ
御
記
入
相
成
度
候

母
様
ハ
至
極
御
丈
夫
ニ
而
芝
居
等
御
遊
覽
之
由
、
老
後
之
余
年
な
れ
ハ
折
角
御
保
養
被
成
候
事
ト
悦
居
候
、
信
出
生
モ
至
テ
壮
健
、
定
テ

看（
モ
リ
）護

ニ
御
骨
折
之
事
ト
遙
察
致
候

洋
銀
騰
貴
、
随
物
價
益
々
昴
貴
之
由
、
定
め
て
御
難
義
之
事
ト
察
し
候
、
當
地
別
ニ
變
ル
事
ナ
シ
、
本
年
ハ
想
之
外
、
暖
氣
ニ
而
未
タ
初

雪
ア
リ
シ
ノ
ミ
ニ
御
座
候

私
ハ
不
相
變
壮
健
、
毎
日
學
事
ト
公
務
ニ
追
ハ
レ
消
光
致
し
居
候

田
邊
并
塩
田
之
兩
氏
ヘ
ハ
著
後
早
々
通
信
致
し
置
候
間
、
此
段
御
承
知
、
右
は
不
取
敢
御
返
事
迄
、
草
々
敬
白

朝
比
奈
御
父
母
様
并
お
鏡
様
、
お
政
様
、
庸
吉
君
へ
よ
ろ
し
く
御
配
聲
偏
ニ
願
上
候

　
　
　
　
　

十
二
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廉
吉

　
　
　
　
　
　
　

お
久
尓
と
の

此
程
ハ
大
學
ニ
通
勤
シ
、
有
名
ナ
ル
大
博
士
ス
タ
イ
ン
氏
之
講
釋
ヲ
聽
キ
大
ニ
見
識
ヲ
増
し
候
、
是
ハ
自（
ジ
マ
ン
）慢デ

ハ
ナ
イ
、
眞（
ホ
ン
マ
）

面
目
デ
ス
ヨ

こ
れ
に
は
、
日
本
に
お
い
て
留
守
を
預
か
る
妻
へ
の
近
況
報
告
と
と
も
に
、
こ
の
頃
大
学
に
通
学
し
、「
有
名
ナ
ル
」
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を

聴
い
て
大
い
に
見
識
を
広
め
て
い
る
事
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
渡
邊
の
通
学
は
学
籍
登
録
を
伴
う
正
式
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
の
聴
講
の
為
で
あ
っ
た（（（
（

。
つ
ま
り
、
渡
邊
は
主
体
的
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
選
択
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
め
ざ
し
て
ウ
ィ
ー

ン
大
学
へ
通
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

渡
邊
の
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
す
る
熱
心
さ
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
年
が
明
け
て
、
明
治
十
四
年
二
月
十
七
日
付
の
妻

お
久
尓
宛
の
書
簡
（
（（
（

で
は
、

十
二
月
三
十
一
日
御
認
之
御
文
、
今
月
十
四
日
到
著
拜
見
、
先
々
御
無
事
之
由
、
安
心
い
た
し
候
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於
鋌
は
休
業
ニ
而
下
宿
之
由
承
知
、
日
本
橋
通
リ
ニ
大
火
ア
レ
ト
モ
御
近
傍
ハ
先
々
無
事
之
由
、
是
又
案
心
、
同
月
二
十
五
日
付
御
書
は

慥
ニ
受
取
、
寫
眞
ハ
随
分
宜
敷
候
、
暫
事
之
間
ニ
大
ニ
成
人
い
た
し
驚
入
候

手
紙
ノ
上
袋
ハ
少
々
誤
字
有
之
候
得
共
、
相
分
リ
慥
ニ
到
著
候
間
、
別
ニ
直
サ
ズ
と
も
宜
敷
候

此
節
ハ
歸
朝
之
書
付
、
今
や
到
著
候
カ
又
ハ
居
殘
り
ニ
候
哉
ト
毎
日
屈
指
、
郵
舩
之
到
著
ヲ
待
居
候
、
何
卒
無
事
被
濟
度
祈
居
候

當
地
ハ
方
今
寒
氣
大
ニ
減
し
凌
易
ク
相
成
候

夜
會
は
過
般
皇
室
之
薨
去
ア
リ
、
喪
中
ト
ナ
リ
一
時
延
引
ト
可
成
候
、
併
し
又
一
二
週
間
之
中
ニ
相
初
リ
來
月
初
旬
ニ
全
ク
終
リ
可
申
ト

存
候
、
夜
會
ハ
必
ラ
ズ
毎
夜
ト
申
譯
ニ
無
之
候
へ
共
、
一
週
ニ
少
ク
モ
二
囘
ア
リ
、
大
抵
九
時
半
ヨ
リ
初
三
字
四
時
ニ
終
リ
候
、
是
迄
被

招
候
處
ハ
宮
中
、
各
國
大
使
館
、
并
公
使
館
ニ
有
之
候
ヘ
共
、
尚
其
外
許
多
ノ
公
會
ア
リ
、
毎
日
位
ニ
招
状
ヲ
受
ケ
候
、
是
ハ
幾
許
カ
金

ヲ
出
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
會
ニ
而
甚
タ
迷
惑
至
極
ノ
會
ナ
リ
、
可
成
斷
ラ
ル
ヽ
丈
ケ
斷
リ
臨
場
不
致
候
、
毎
日
大
學
ヘ
通
學
、
聽
講
勉
強
い
た

し
居
候
、
博
士
「
ス
タ
イ
ン
」
ト
申
人
ハ
六
十
余
ノ
老
先
生
ニ
而
、
世
界
屈
指
ノ
碩
學
ナ
リ
、
克
ク
日
本
人
ヲ
愛
顧
サ
レ
、
休
日
ニ
ハ

縷
々
先
生
ノ
許
ニ
至
リ
學
問
上
ノ
質
問
ヲ
い
た
し
居
候
、
誠
ニ
不
可
得
ノ
良
師
ヲ
得
、
無
此
上
幸
福
ト
悦
居
候

御
地
も
方
今
ハ
定
め
て
寒
冷
、
随
分
御
難
儀
之
事
ト
察
し
候
、
嘉
与
之
義
ハ
御
都
合
次
第
ニ
而
、
私
よ
り
彼
是
不
申
入
候
得
共
、
慥
之
者

ニ
預
ケ
候
方
如
何
ト
勘
考
い
た
し
候

歸
朝
カ
在
留
カ
何
レ
ノ
方
ニ
決
し
候
ヤ
何
分
判
然
セ
ズ
、
困
リ
居
候
、
若
し
兩
人
居
殘
リ
ト
ナ
レ
ハ
私
ハ
其
一
人
ニ
加
ル
ベ
キ
カ
ト
存
候

得
共
、
何
分
神
な
ら
ぬ
身
な
れ
ハ
豫
メ
知
リ
得
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
後
ノ
確
報
ヲ
得
候
ヘ
バ
早
速
御
報
可
申
候
、
多
分
歸
朝
ニ
決
し
可
申
ト

存
候
、
自
今
御
用
心
被
成
度
候

　
　
　
　
　

二
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廉
吉

　
　
　
　
　
　

お
久
尓
ど
の

　
　

二
白
、
何
方
様
へ
も
よ
ろ
し
く
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と
あ
り
、
毎
日
大
学
へ
通
学
し
勉
強
に
励
む
様
子
と
と
も
に
、
世
界
屈
指
の
碩
学
者
シ
ュ
タ
イ
ン
に
就
い
て
学
ぶ
喜
び
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

六
十
歳
あ
ま
り
の
老
成
し
た
教
授
シ
ュ
タ
イ
ン
の
も
と
を
渡
邊
は
休
日
に
訪
れ
、
学
問
に
つ
い
て
質
問
を
行
う
な
ど
、
非
常
に
熱
心
な
様
子
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
も
日
本
人
を
愛
顧
し
、
両
者
の
関
係
は
よ
り
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、『
渡
邊
廉
吉
日
記
』
に
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
の
内
容
を
記
し
た
と
推
測
さ
れ
る
日
記
が
存
在
す
る（（（
（

。
残
念
な
が
ら
、
日
記
に
は
具

体
的
な
年
月
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
か
ら
、
そ
れ
が
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
長
い
も
の
で
あ
る
が
、
左

記
に
紹
介
す
る
。

　
　
（
年
月
不
明
）

　
　

九
日

　
　

行
政
部
ノ
ス
ー
ス
テ
ー
ム
ヲ
論
ズ

　
　

希
臘
國
勢
ノ
變
換
ハ
民
間
經
濟
組
織
ノ
関
係
ヨ
リ
興
ル
事
ヲ
論
ズ

　
　

十
一
日

　
　

政
府
ニ
獨
立
ノ
地
位
ト
並
其
組
織
ハ
官
制
、
其
意
思
ハ
令
達
、
其
動
（
カ
ラ
ツ
ト
）

力
ハ
驚（
マ
ヽ
）視

ナ
ル
事
ヲ
論
ス

　
　

希
臘
リ
ク
ル
グ
ノ
憲
法
並
ソ
ロ
ン
ノ
憲
法
ハ
皆
經
濟
上
ノ
分
賦
ヨ
リ
興
ル
事
論
ス

　
　

十
二
日

　
　

商
業
ノ
種
類
ヲ
論

　
　

十
四
日

　
　

官
吏
ノ
権
理
ヲ
論
ス
、
殊
ニ
其
政
府
ニ
對
ス
ル
権
利
、
及
官
ニ
属
ス
ル
権
利
ヲ
論
ス

　
　

普
拉
並
亜
立
斯
徳
的
斯
ノ
學
派
ヲ
論
ジ
、
並
此
學
派
ノ
生
シ
タ
ル
原
由
ヲ
論
ズ

　
　

十
六
日
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大
商
小
商
職
工
人
ト
ノ
區
別
ヲ
論
ス

　
　

令
逹
、
地
方
逹
、
起
草
、
草
按
、
判
決
（
ヘ
シ
ア
イ
ド
）、
通
知
等
ノ
區
別
ヲ
論
ス

　
　

�
亜
立
斯
徳
的
斯
ノ
經
済
論
、
並
當
時
土
地
工
業
貨
幣
等
ノ
理
ヲ
知
リ
シ
事
、
貧
富
ノ
別
ト
人
間
同
等
論
ノ
矛
盾
ス
ル
事
、
中
等
人
民
ハ
國

家
ニ
取
リ
緊
要
ナ
ル
事
、
教
育
ナ
ケ
レ
バ
國
家
ヲ
保
チ
能
ハ
サ
ル
事
、
希
臘
ノ
教
育
ハ
一
般
ノ
教
育
ナ
ル
事
等
ヲ
論
ス

　
　

十
八
日

　
　

商
賣
婦
人
ノ
権
利
ヲ
論
ス

　
　

警
察
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

�

羅
馬
法
ノ
勢
力
ヲ
論
シ
、
并
イ
ム
ペ
リ
ア
ム
ノ
事
ヲ
論
、
附
希
臘
ハ
社
會
ヲ
知
リ
国
家
ノ
理
ヲ
知
ラ
ズ
、
ポ
ル
タ
ヤ
ノ
理
ヲ
シ
ル
ノ
ミ
ナ

リ

　
　

廿
一
日

　
　

前
條
ノ
續
ヲ
論
ス

　
　

警
察
ノ
續
並
治
罪
手
續
ヲ
論
ス

　
　

白
耳
曼
歴
史
ノ
端
緒
ヲ
論
ス

　
　

廿
二
日

　
　

商
會
並
商
標
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

自
治
ノ
總
論

　
　

歐
洲
ノ
全
體
ヲ
論
ス

　
　

廿
三
日

　
　

商
社
並
名
称
ノ
事
ヲ
論
ス
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自
治
體
ノ
區
別
、
並
其
來
歴
ヲ
論
ス

　
　

獨
逸
中
古
經
済
ノ
形
況
ヲ
論
ス

　
　

希
臘
理
學
士
ノ
諸
説
ヲ
論
ス

　
　

廿
五
日

　
　

商
社
譲
渡
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

國
家
ノ
種
類
ヲ
論
ス

　
　

町
村
商
工
ノ
権
ヲ
論
ス

　
　

ソ
ク
ラ
ー
ト
ス
ノ
理
學

　
　

廿
六
日

　
　

前
條
ノ
續
、
並
本
店
支
店
其
他
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

貨
幣
ノ
起
立
、
簿
記
法
ノ
起
立
、
貨
幣
ノ
比
例
、
並
テ
ホ
ズ
ト
ハ
ン
ク
ノ
起
立
ヲ
論
ス

　
　

廿
八
日

　
　

商
賣
帳
記
入
ノ
事

　
　

ラ
ン
ド
ノ
自
治
権
ヲ
論
ス

　
　

銀
行
起
ル
所
以
ヲ
論
ス

　
　

廿
九
日

　
　

商
賣
帳
ヲ
以
テ
訴
訟
上
ノ
証
ト
ス
ル
事

　
　

ゲ
マ
イ
ン
デ
ノ
権
、
並
其
沿
革
ヲ
論
ズ

　
　

貸
借
商
賣
並
手
形
ノ
興
リ
ヲ
論
ズ
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三
十
日

　
　

前
日
ノ
續

　
　

英
佛
獨
ノ
ケ
マ
イ
ン
デ
ノ
異
様
、
並
其
大
政
府
ト
ノ
関
係
ヲ
論
ス

　
　

歐
洲
各
國
十
四
五
六
世
季
ノ
比
、
終
ニ
經
済
ヲ
企
圖
シ
初
經
済
ノ
學
生
ス

　
　

二
日

　
　

コ
ル
ホ
ラ
チ
オ
ン　

ス
チ
フ
ト
ン
ク
ノ
義
ヲ
解
ク

　
　

歐
州
諸
國
英
米
ノ
發
見
以
來
、
世
界
貿
易
ヲ
營
ム
ノ
事

　
　

ソ
ク
ラ
ト
ス
以
來
ノ
理
學
士
ヲ
論
ス

　
　

三
日

　
　

商
業
學
派
、
農
商
學
派
、
工
業
學
派
ノ
大
綱
ヲ
説
ク
、
且
ツ
此
學
派
歐
洲
ノ
全
體
ニ
関
係
ヲ
及
ス
事

　
　

五
日

　
　

會
社
ノ
外
人
ニ
対
ス
ル
権
、
並
内
部
主
任
ノ
権
利
ヲ
論
ス

　
　

歐
洲
各
國
千
四
五
六
百
年
代
ノ
形
況

　
　

伊
國
三
種
類
ナ
ル
事

　
　

西
班
牙
ノ
富
ハ
権
力
ニ
由
ル
事
、
且
僕
棒
ヲ
主
ト
シ
勞
力
ニ
由
ラ
サ
ル
事

　
　

普
拉
ノ
學
派
ヲ
論
ス

　
　

六
日

　
　

荷
蘭
ノ
通
商
並
ニ
海
上
ノ
権
ヲ
有
ス
ル
事

　
　

漁
業
舟
數
ノ
多
數
等
ヲ
論
ス
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九
日

　
　

十
日

　
　

英
國
千
六
百
四
五
年
代
、
政
事
ノ
形
況
、
並
經
済
ノ
概
況

　
　

ト
ー
マ
ス
、
ミ
コ
ン
及
ホ
ッ
ペ
ル
ノ
生
ル
所
以
ヲ
論
ス

　
　

十
三
日

　
　

商
業
レ
キ
ス
テ
ル
ノ
事
ヲ
論
ズ

　
　

ゲ
ノ
セ
ン
シ
ァ
フ
ト　

ノ
ー
ト
ウ
エ
ン
シ
ク
カ
ク
ト

　
　

ケ
ゼ
ル
シ
ァ
フ
ト　

イ
ン
テ
レ
ッ
セ

　
　

フ
ェ
ラ
イ
ン　

カ
ラ
フ
ト

　
　

右
三
種
ノ
系
統
、
並
沿
革
ヲ
論
ス

　
　

為
替
券
、
銀
行
ノ
貿
易
、
航
海
ト
共
ニ
起
ル
所
以
、
及
英
國
銀
行
ノ
濫
觴
ヲ
論
ス

　
　

十
四
日

　
　

商
業
結
約
ノ
事

　
　

ゲ
ノ
セ
ン
シ
ァ
フ
ト
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

�

佛
國
ノ
地
勢
、
及
千
六
百
年
代
ノ
有
様
、
工
業
ヲ
勵
マ
ス
事
、
リ
シ
セ
リ
ー
、
コ
ル
ベ
ル
ト
路
易
十
四
世
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

普
拉
ノ
國
家
論
ヲ
論
ス

　
　

十
六
日

　
　

前
日
ノ
續

　
　

ケ
ゼ
ル
シ
ァ
フ
ト
、
殊
ニ
合
名
会
社
ノ
事
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�

佛
國
商
法
律
、
航
海
律
、
買
収
法
、
會
計
法
、
簿
記
、
関
税
、
道
路
、
橋
梁
、
コ
シ
ヒ
カ
チ
オ
ン
等
ノ
普
拉
ノ
生
活
、
且
普
拉
ノ
論
旨
ト

希
臘
政
躰
ノ
實
際
ト
合
ス
ル
事

　
　

十
七
日

　
　

商
業
汎
例
之
事

　
　

佛
國
紙
幣
ノ
濫
觴
ボ
ン
ー
ノ
事

　
　

英
國
銀
行
切
手
之
事

　
　

十
九
日

　
　

ク
ー
ル
コ
ン
ト

　
　

商
業
帳
之
事

　
　

義
社
之
事

　
　

ア
ク
チ
ー
ン
ヲ
準
備
と
し
て
紙
幣
ヲ
發
行
す
る
事

　
　

普
拉
ノ
國
家
各
論
之
事

　
　

廿
日

　
　

手
形
ノ
事
ヲ
論
ス

　
　

義
社
ニ
三
種
ア
リ
、
教
育
、
經
濟
及
社
會
ニ
関
ス
ル
事
ヲ
論
ス

　
　

佛
國
ノ
紙
幣
大
ニ
價
ヲ
回
復
ス
ル
事

　
　

廿
一
日

　
　

前
回
ノ
手
續
ヲ
論
ス

　
　

憲
法
ニ
準
ス
ル
政
法
ノ
ス
ー
ス
テ
ム
、
並
其
沿
革
ヲ
論
ス
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ヒ
ス
オ
ク
ラ
ー
テ
ン
ノ
主
義
ヲ
論
ス

　
　

普
拉
ノ
國
家
各
論
ヲ
論
ス

　

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
か
ら
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
か
か
る
冬
学
期
に
「
行
政
理
論
」
を
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
の
午
前
十
一
時
か
ら
十
二
時
ま
で
開
講
し
、
ま
た
、「
国
民
経
済
学
」
を
月
・
火
・
水
・
金
・
土
曜
日
の
週
五
日
、
午
前
十
二
時
か
ら
午
後

一
時
ま
で
開
講
し
て
い
た（（（
（

。
渡
邊
が
記
し
た
講
義
の
内
容
日
記
は
、
例
え
ば
最
初
の
日
付
の
「
九
日
」
の
回
を
見
て
み
る
と
、「
行
政
部
ノ

ス
ー
ス
テ
ー
ム
ヲ
論
ズ
」
と
「
希
臘
国
勢
ノ
變
換
ハ
民
間
経
濟
組
織
ノ
関
係
ヨ
リ
興
ル
事
ヲ
論
ズ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
の
シ
ュ
タ
イ

ン
の
講
義
の
「
行
政
理
論
」
と
「
国
民
経
済
学
」
と
合
致
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
渡
邊
は
数
回
休
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の

講
義
が
木
曜
日
と
日
曜
日
が
休
み
で
、
土
曜
日
に
当
た
る
日
が
「
国
民
経
済
学
」
の
み
の
講
義
日
程
か
ら
曜
日
を
推
定
す
る
と（（（
（

、
渡
邊
が
記
し

た
講
義
の
内
容
日
記
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
一
月
九
日
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
お
け
る
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
付
の
妻
お
久
尓
宛
書
簡
（
（（
（

に
お
い
て
も
、

　
　

九
月
廿
日
附
之
御
状
拜
見
、
い
つ
も
御
無
事
之
由
、
芽
出
度
存
候

　
　

大
久
保
氏
留
守
宅
尋
問
ア
リ
、
當
地
之
様
子
御
聞
取
之
由
承
知
候

　
　

�

給
料
之
義
ハ
先
般
申
遣
し
候
通
リ
之
次
第
ニ
付
、
さ
様
御
含
相
成
度
候
、
今
般
寫
眞
貮
葉
差
出
候
間
、
壹
枚
ハ
朝
比
奈
様
ヘ
御
送
呈
被
成

度
候
、
當
地
追
々
寒
氣
相
増
し
候

　
　

御
地
之
氣
候
は
如
何

　
　

公
館
も
當
節
ハ
落
付
、
大
ニ
無
事
ニ
相
成
リ
、
毎
日
學
校
ヘ
通
勤
聽
講
、
日
ヲ
暮
し
居
候

　
　

�

又
冬
月
ニ
至
ル
ト
兎
角
御
地
ハ
火
事
多
ニ
付
、
類
焼
ハ
不
得
止
事
な
れ
共
、
可
成
丈
御
注
意
御
用
心
肝
要
ニ
候
、
今
年
も
僅
ニ
三
十
余
日

ヲ
余
セ
リ
、
囘
願
ス
レ
ハ
御
地
出
發
よ
り
已
ニ
一
年
半
余
ヲ
過
セ
リ
、
即
三
年
之
半
ヲ
超
タ
リ
、
可
悦
々
々

　
　

右
は
不
取
敢
御
返
事
迄
、
草
々
不
悉
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十
一
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廉
吉

　
　
　
　
　
　

お
久
尓
ど
の

　
　

何
方
様
へ
も
よ
ろ
し
く

と
、
こ
の
時
期
に
「
毎
日
學
校
ヘ
通
勤
聽
講
」
し
て
い
る
事
を
報
告
し
て
い
る
。
渡
邊
の
日
記
に
残
さ
れ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
は
こ
の
二
カ
月

程
の
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
日
記
は
渡
邊
が
ど
の
よ
う
な
講
義
を
受
講
し
て
い
た
の
か
と
い
う
事
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ュ
タ
イ
ン
が

ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
行
っ
て
い
た
講
義
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
手
が
か
り
と
言
え
よ
う
。
渡
邊
の
書
簡
と
日
記
か
ら
、
渡
邊
は
少
な
く
と

も
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
の
冬
学
期
、
そ
し
て
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
の
冬
学
期
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
受
け

て
い
た
。
渡
邊
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
へ
通
学
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
受
け
る
中
で
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、「
日
本
人
ヲ
愛
顧
」
す
る
シ
ュ
タ
イ
ン
の
周
り
に
は
、
渡
邊
以
外
の
日
本
人
の
姿
も
見
ら
れ
る
。

二
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
雇
用
と
日
本
へ
の
招
聘
─
墺
（
仏
）
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使 

井
田
讓
─

　

シ
ュ
タ
イ
ン
周
辺
の
日
本
人
に
は
渡
邊
以
外
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
て
、
そ
し
て
ま
た
、
伊
藤
博
文
が
い
わ
ゆ
る
立
憲
政
治
調
査
の
為
に

渡
欧
す
る
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
以
前
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
日
本
人
と
の
関
係
は
ど
れ
ほ
ど
深
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
三
月
八
日
（
（（
（

か
ら
翌
年
七
月
二
十
日
（
（（
（

に
、
渡
邊
と
と
も
に
ウ
ィ
ー
ン
に
渡
っ
た
墺
国
駐
箚
特
命

全
権
公
使
井
田
讓
は
、
パ
リ
へ
転
任
（
（（
（

し
た
後
の
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
月
五
日
、
渡
邊
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る（（（
（

。

御
安
康
拜
賀
候
、
然
ハ
此
度
戸
田
氏
維
也
納
へ
赴
任
被
致
候
ニ
付
、
ス
タ
イ
ン
氏
ヘ
一
書
差
遣
し
度
、
何
卒
御
代
筆
希
上
度
候
、
旨
意
は

此
度
赴
任
之
戸
田
氏
ヘ
拙
者
ニ
於
て
関（
マ
ヽ
）様

有
之
人
物
之
何
分
別
而
御
心
添
を
希
フ
、
且
同
氏
と
同
行
之
両
人
岸
小
三
郎
、
鳥
居
誠
也
ハ
同

郷
人
ニ
し
て
維
也
納
府
ニ
於
て
法
律
研
究
爲
致
積
、
是
亦
御
心
添
を
希
フ
と
の
事
、
並
に
過
日
拙
妻
ヘ
美
麗
ナ
ル
贈
物
被
下
、
右
礼
意
を
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述
ヘ
此
度
幸
便
ニ
付
、
陶
器
額
面
壹
箇
戸
田
氏
ヘ
托
し
置
候
間
、
落
手
被
下
度
、
猶
此
度
先
生
ニ
ハ
公
使
館
顧
問
之
職
を
奉
セ
ラ
レ
、
別

而
我
國
家
之
爲
御
盡
力
を
願
ひ
且
其
栄
譽
を
賀
ス
と
の
邊
に
て
宜
敷
願
上
候
、
參
上
可
願
上
之
處
、
所
勞
ヤ
ラ
大
著
ヤ
ラ
ニ
て
乍
失
礼
以

書
上
得
貴
意
候
、
其
中
拜
趨
萬
陳
謝
可
仕
候
、
草
々

　
　
　
　

十
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
田
生

　
　
　
　

廉
渡
邊
君

　
　
　
　
　
　
　

机
下

書
簡
中
の
「
戸
田
氏
」
と
は
、
戸
田
氏
共
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
行
人
の
岸
小
三
郎
、
鳥
居
誠
也
は
戸
田
と
同
じ
岐
阜
県
大
垣
の
出
身
で

あ
る
が
、
渡
欧
の
詳
細
は
今
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

書
簡
に
は
「
猶
此
度
先
生
ニ
ハ
公
使
館
顧
問
之
職
を
奉
セ
ラ
レ
、
別
而
我
國
家
之
爲
御
盡
力
を
願
ひ
且
其
栄
誉
を
賀
ス
と
の
邊
に
て
宜
敷
願

上
候
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
シ
ュ
タ
イ
ン
は
墺
国
日
本
公
使
館
の
顧
問
（
（（
（

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
瀧
井
氏
の
指
摘
で

は
「
シ
ュ
タ
イ
ン
は
す
で
に
一
八
八
三
年
一
〇
月
の
時
点
で
「
我
が
法
律
制
度
の
諮
問
の
用
に
資
せ
ん
こ
と
」
を
請
わ
れ
て
「
在
墺
国
公
使
館

附
と
し
」
て
日
本
政
府
に
雇
わ
れ
て
い
る（（（
（

。」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
二
年
前
の
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
一
〇
月
に
は
在
墺
日
本

公
使
館
顧
問
と
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
は
雇
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
瀧
井
氏
は
、
伊
藤
の
渡
欧
以
前
の
シ
ュ
タ
イ
ン
の
立
場
に
つ
い

て
、「
そ
の
存
在
（
筆
者
注
：
シ
ュ
タ
イ
ン
）
は
さ
な
が
ら
公
使
館
の
非
公
式
な
顧
問
的
立
場
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。」
と
述
べ

て
い
る
が
、
実
際
に
シ
ュ
タ
イ
ン
が
公
使
館
顧
問
の
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

　

パ
リ
に
い
た
井
田
は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
二
月
十
二
日
書
簡
（
（（
（

に
お
い
て
、

貴
地
劇
場
之
惨
状
、
遠
隔
ニ
在
候
我
々
ニ
於
て
も
是
を
聞
て
酸
鼻
ニ
不
堪
、
況
ヤ
實
際
目
撃
之
人
ニ
於
て
ヲ
ヤ
、
劇
場
觀
物
も
亦
可
注
意

也
、
然
し
て
日
本
人
中
怪
我
之
無
之
ハ
大
幸
之
至
也
、
國
會
招（
マ
ヽ
）期
之
勅
諭
千
歳
之
一
時
、
我
朝
再
ヒ
神
武
を
出
ス
ト
云
フ
モ
決
し
て
非
誣

言
、
譲
ハ
泣
而
以
盟
焉
、
聖
意
之
漸
を
以
て
衆
庶
と
之
ニ
由
ラ
ン
ト
欲
し
て
上
ハ
祖
謨
を
被
爲
重
、
下
ハ
邦
民
ヲ
被
爲
思
候
段
、
誰
カ
之
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ニ
對
し
て
甚
遅
矣
と
怨
ス
ル
事
ヲ
得
ン
ヤ
、
仍
テ
速
ニ
譯
シ
テ
當
地
二
三
ノ
新
聞
へ
掲
載
セ
リ
、
果
シ
テ
漸
急
王
ノ
當
派
ヲ
不
問
、
頗
ル

我
邦
之
名
決
断
を
賞
讃
、
逢
人
ヘ
ハ
其
人
爲
余
祝
詞
を
陳
ス
ル
ニ
至
レ
リ
、
實
不
妙
哉
、
コ
ヽ
ニ
貴
下
迄
漏
示
致
シ
候
、
如
是
之
聖
勅
ニ

對
し
、
獨
恐
ル
ヽ
處
ノ
者
ハ
現
時
之
官
制
不
相
替
議
政
行
政
之
權
獨
重
く
、
參
元
二
院
之
權
威
ハ
輕
キ
ノ
内
情
も
有
之
歟
と
疑
懼
相
懐
き

候
間
、
極
内
々
余
之
意
見
井
上
氏
迄
懸（
マ
ヽ
）
反
申
陳
置
候
、
就
而
は
自
今
中
間
八
年
ハ
我
々
共
之
日
月
ニ
候
得
は
、
此
中
ニ
コ
ソ
百
度
一
整
之

際
、
決
し
て
因
循
苟
且
之
秋
ニ
非
ス
ト
同
シ
ク
右
氏
迄
ス
タ
イ
ン
氏
招
入
之
事
申
入
置
候
、
成
否
如
何
ハ
雖
不
可
推
識
、
余
輩
之
精
神
今

日
ニ
在
リ
テ
如
右
、
尤
此
儀
ハ
全
ク
貴
下
迄
之
事
故
、
十
分
御
秘
置
可
被
下
候

ス
タ
イ
ン
氏
へ
手
紙
を
書
く
手
を
不
持
、
安
否
不
相
尋
、
乍
去
眞
ニ
老
先
生
之
高
徳
を
相
仰
き
居
候
と
御
傳
可
被
下
候
、
右
耳
草（
マ
ヽ
）答

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讓

　
　
　
　
　
　
　
　

廉
吉
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
覧
後
、
投
火
ヲ
乞

未
タ
一
覧
を
不
經
候
得
共
、
英
國
一
ノ
新
聞
ニ
而
日
本
ノ
國
會
猶
早
矣
と
の
事
を
申
陳
候
事
、
承
知
致
し
候

と
渡
邊
に
述
べ
、
国
会
開
設
ま
で
の
約
八
年
を
「
我
々
共
之
日
月
」
と
し
て
、
そ
の
時
期
に
シ
ュ
タ
イ
ン
を
日
本
へ
招
聘
す
べ
き
と
井
上
馨
に

申
し
入
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
井
田
が
井
上
馨
に
打
診
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
本
へ
の
招
聘
が
ど
の
よ
う
に
動
い
た

か
、
ま
た
そ
の
こ
と
自
体
を
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ど
う
受
け
取
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
井
田
は
わ
ず
か
一
年
程
の
在
任
中
に
シ
ュ

タ
イ
ン
を
知
り
、
ま
た
シ
ュ
タ
イ
ン
が
国
会
開
設
を
控
え
た
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
人
物
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
た
。

　

渡
邊
が
シ
ュ
タ
イ
ン
一
筋
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
通
学
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
程
な
く
し
て
シ
ュ
タ
イ

ン
が
墺
国
日
本
公
使
館
顧
問
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の
政
治
状
況
に
心
を
砕
い
て
い
た
井
田
が
シ
ュ
タ
イ
ン
を
日
本
へ

招
き
入
れ
た
い
と
考
え
、
井
上
馨
に
打
診
し
た
経
緯
な
ど
を
鑑
み
る
に
、
国
会
開
設
を
間
近
に
控
え
た
日
本
に
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
早
く
に
認
識
し
て
い
た
の
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
を
よ
く
知
る
井
田
讓
や
渡
邊
廉
吉
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
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三
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
の
日
本
へ
の
伝
播
─
露
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使 

柳
原
前
光
─

　

シ
ュ
タ
イ
ン
を
重
要
視
し
て
い
た
の
は
井
田
や
渡
邊
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
駐
在
し
て
い
た
柳
原
前
光
も
そ
の
一
人
で
あ
る（（（
（

。

　

柳
原
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
が
墺
国
公
使
館
顧
問
に
な
っ
た
直
後
の
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
月
十
八
日
の
渡
邊
宛（（（
（

書
簡
に
お
い
て
、

益
御
清
勝
御
奉
務
遥
賀
仕
候
、
陳
は
ス
タ
イ
ン
氏
著
述
書
、
魯
文
ニ
飜
譯
セ
シ
者
穿
策
候
處
、
行
政
法
論
一
部
既
ニ
刊
刻
相
成
居
、
入
手

致
候
、
當
國
公
法
學
博
士
マ
ル
チ
ン
ス
氏
ハ
曾
テ
墺
京
遊
學
之
際
、
ス
タ
イ
ン
氏
ノ
講
義
ヲ
聽
聞
シ
、
其
主
義
ニ
據
リ
居
候
旨
申
居
候
、

ス
タ
イ
ン
氏
學
風
ヲ
我
國
ニ
傳
播
セ
シ
ム
ル
ニ
ハ
英
文
ニ
譯
ス
ル
ノ
便
ナ
ル
ニ
如
カ
ス
、
尤
同
人
著
書
ハ
数
多
ナ
ル
故
、
先
其
内
緊
要
ナ

ル
者
而
已
ニ
テ
可
ナ
ラ
ン
、
之
ヲ
マ
ル
チ
ン
ス
ニ
協
議
ス
ル
ニ
原
文
深
奥
ナ
レ
ハ
ス
タ
イ
ン
氏
ノ
高
弟
ニ
非
レ
ハ
難
カ
ラ
ン
ト
云
ヘ
リ
、

ス
タ
イ
ン
氏
其
地
ニ
帰
ラ
レ
候
得
は
誠
ニ
此
義
御
示
談
有
之
度
、
尤
其
譯
者
ヘ
ノ
謝
礼
如
何
程
ニ
テ
可
然
哉
、
入
費
相
嵩
ミ
候
テ
ハ
困
窮

候
故
、
是
又
御
注
意
御
計
致
企
望
候
、
普
國
人
グ
ナ
イ
ス
ト
著
述
之
英
國
憲
法
論
及
自
己
ノ
政
府
ト
題
セ
ル
書
ハ
英
文
ノ
者
有
之
由
ニ
テ

穿
索
致
居
候
、
曽
テ
御
約
束
致
置
候
拙
者
寫
眞
、
先
般
差
進
候
得
共
、
途
中
ニ
テ
紛
失
候
哉
ト
懸
念
候
義
有
之
候
故
、
爲
念
本
便
尚
一
葉

進
呈
候
、
御
晒
収
可
被
下
候
、
不
盡
頓
首

　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魯
京
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
前
光

　
　
　
　
　
　

渡
邊
廉
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

机
右

と
書
き
送
っ
て
い
る
。
書
簡
中
柳
原
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
著
書
の
ロ
シ
ア
語
に
訳
し
た
も
の
を
探
し
、
行
政
法
論
の
一
部
が
既
に
刊
行
さ
れ
て

い
た
た
め
入
手
し
た
こ
と
、
ロ
シ
ア
の
公
法
学
博
士
の
マ
ル
チ
ン
ス
氏
と
い
う
、
か
つ
て
ウ
ィ
ー
ン
遊
学
を
行
っ
た
際
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
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を
聴
講
し
そ
の
主
義
に
傾
倒
し
た
人
物
が
い
る
こ
と
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
風
を
日
本
に
伝
え
る
に
は
著
書
を
英
語
に
訳
し
た
も
の
の
方
が
都
合

が
よ
い
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
著
書
は
数
が
多
い
た
め
、
そ
の
中
で
も
重
要
性
が
高
い
も
の
の
み
訳
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
マ
ル
チ
ン
ス

に
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
原
文
は
深
奥
で
あ
る
故
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
説
を
よ
く
理
解
し
た
高
弟
で
な
け
れ
ば
英
訳
す
る
の
は
難
し
い
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
に
帰
っ
た
際
に
こ
の
英
訳
の
件
に
つ
い
て
相
談
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。
柳
原
は
シ
ュ

タ
イ
ン
の
学
風
を
日
本
に
広
め
る
べ
く
、
そ
の
主
要
な
著
書
を
ま
ず
英
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
渡
邊
の
協
力
を
仰
い
だ
。

　

続
く
十
二
月
十
一
日
の
渡
邊
宛
柳
原
書
簡
（
（（
（

で
は
、
左
記
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

十
一
月
廿
八
日
書
翰
、
本
月
八
日
於
當
地
接
収
、
弥
御
多
祥
杳
賀
致
候
、
○
各
国
憲
法
ハ
不
遠
帰
魯
之
後
、
送
致
可
仕
候
、
○
ス
タ
イ
ン

氏
著
書
英
文
ニ
飜
譯
可
相
成
趣
得
來
示
、
甚
心
得
ニ
相
成
候
、
御
序
之
際
、
其
飜
譯
ニ
從
事
ス
ル
人
名
御
尋
問
御
報
知
相
願
度
候
、
○
ス

タ
イ
ン
氏
ノ
名
刺
ニ
テ
魯
國
大
學
教
授
ベ
ソ
ブ
ラ
サ
フ
氏
ニ
當
タ
ル
者
、
正
ニ
致
接
収
、
萬
謝
之
至
ニ
候
、
帰
魯
之
後
、
之
ヲ
以
テ
ベ
ソ

ブ
ラ
サ
フ
氏
ヲ
必
尋
問
可
致
候
、
憲
法
及
行
政
論
御
著
手
之
由
、
何
卒
脱
稿
候
得
者
拜
見
相
願
度
候
、
既
ニ
我
邦
ニ
テ
モ
大
隈
重
信
國
會

急
設
ノ
議
ヲ
建
テ
辞
職
候
得
共
、
其
餘
波
遂
ニ
來
廿
三
年
國
會
開
設
ノ
勅
詔
公
發
ニ
相
成
候
、
政
事
上
ヨ
リ
論
ス
レ
ハ
十
年
ハ
短
キ
者
ニ

テ
即
チ
明
年
一
月
モ
廿
日
以
内
ナ
レ
ハ
今
早
九
年
ト
称
ス
ヘ
シ
、
旁
以
十
分
御
盡
力
、
我
東
洋
ニ
於
テ
初
メ
テ
立
憲
政
体
ヲ
確
定
ス
ル
ニ

方
リ
萬
全
之
者
不
被
行
テ
ハ
難
叶
、
旁
以
爲
公
私
非
常
御
勉
勵
企
望
候
、
先
は
拜
復
旁
如
此
候
、
頓
首

　
　
　
　
　
　
　

十
四
年
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
典
國
都
書

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
廉
吉
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
前
光

こ
の
書
簡
か
ら
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
風
を
日
本
に
広
め
る
べ
く
、
シ
ュ
タ
イ
ン
著
書
の
英
訳
が
い
よ
い
よ
実
行
さ
れ
る
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
柳
原
が
シ
ュ
タ
イ
ン
の
著
書
を
も
っ
て
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
風
を
日
本
に
広
め
る
必
要
性
を
感
じ
た
最
も
大
き
な
理
由
の
一
つ

に
、
九
年
後
に
差
し
迫
っ
た
国
会
開
設
と
立
憲
政
体
導
入
と
い
う
、
日
本
の
政
治
状
況
が
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
近
代
日
本
が
置
か
れ
て
い
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た
国
家
建
設
と
い
う
重
要
な
局
面
に
お
い
て
、
在
欧
外
交
官
ら
に
よ
っ
て
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
説
が
注
視
さ
れ
、
日
本
に
取
り
入
れ
る
べ
く
尽
力

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

柳
原
は
渡
邊
を
通
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
に
貴
族
院
な
ど
の
質
問
を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た（（（
（

。

本
月
九
日
貴
諭
接
収
、
益
御
清
祥
致
杳
賀
候
、
春
來
歐
洲
ノ
景
況
、
得
貴
報
萬
謝
候
、
前
光
去
月
念
七
瑞
京
出
發
、
那
威
丁
抹
ヲ
経
過

シ
、
頃
日
帰
魯
仕
候
、
本
邦
近
況
は
官
海
ノ
波
瀾
治
ラ
ス
、
大
隈
、
河
野
、
前
島
、
西
村
、
北
畠
等
ノ
勅
任
官
ヲ
首
ト
シ
、
此
派
ノ
者
、

福
澤
派
ノ
者
、
悉
ク
官
途
ヲ
去
リ
、
大
藏
ノ
一
省
ニ
テ
二
百
数
十
人
ニ
及
候
、
要
路
ハ
薩
長
人
耳
ニ
テ
組
織
ス
ル
如
キ
実
況
ト
存
候
、
又

或
參
議
ノ
發
論
ニ
テ
貴
族
議
院
ノ
企
テ
有
之
由
、
我
華
族
ハ
歐
洲
貴
族
ノ
如
ク
土
地
ヲ
有
セ
ス
、
又
智
識
ナ
シ
、
然
ル
ニ
純
乎
タ
ル
華
族

議
院
ヲ
立
テ
元
老
院
ヲ
廢
ス
ル
ハ
甚
不
妙
、
蓋
シ
盛
ン
ナ
レ
ハ
王
権
ヲ
假
テ
私
ヲ
行
ヒ
、
衰
フ
ル
時
ハ
委
靡
不
振
ノ
弊
多
シ
、
既
ニ
元
老

院
ア
リ
テ
華
族
モ
其
間
ニ
入
ル
ハ
無
不
可
候
得
共
、
專
有
一
族
ノ
議
院
ハ
不
可
ト
存
候
、
所
詮
或
參
議
ノ
説
實
行
ニ
ハ
ナ
ル
間
敷
存
候
得

共
、
貴
族
專
有
之
議
院
其
利
害
御
序
ノ
際
、
ス
タ
イ
ン
氏
ニ
御
質
訊
御
報
告
企
望
候
、
英
ノ
上
院
ハ
貴
族
院
ノ
称
首
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
王

権
ヲ
以
テ
巧
臣
ヲ
貴
族
ニ
加
ヘ
入
院
セ
シ
ム
ル
故
、
其
實
元
老
ノ
性
質
ヲ
免
レ
ス
、
拙
者
ハ
上
院
ハ
元
老
院
ヲ
可
ト
シ
、
皇
族
、
華
族
、

経
歴
者
、
學
者
等
ヲ
以
テ
組
織
ス
ル
事
ヲ
可
ト
ス
ル
説
也
、

各
國
憲
法
一
冊
如
兼
約
及
御
送
付
候
、
御
照
爲
企
望
候
、
尚
御
用
濟
候
ヘ
ハ
御
返
却
相
願
候
、
拜
復
旁
不
盡

　
　
　
　

十
五
年
二
月
十
四
日

　
　
　
　

渡
邊
廉
吉
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
前
光

こ
の
書
簡
の
前
半
で
柳
原
は
「
本
邦
近
況
は
官
海
ノ
波
瀾
治
ラ
ス
、
大
隈
、
河
野
、
前
島
、
西
村
、
北
畠
等
ノ
勅
任
官
ヲ
首
ト
シ
、
此
派
ノ

者
、
福
澤
派
ノ
者
、
悉
ク
官
途
ヲ
去
リ
」
と
渡
邊
に
近
況
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
福
沢
諭
吉
に
対
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
明
治

十
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
下
旬
、
左
記
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る（（（
（

。

余
ハ
足
下
ノ
公
法
時
事
ニ
関
ス
ル
著
書
ノ
甚
タ
簡
短
ナ
ル
抄
訳
ヲ
、
日
本
毎
週
メ
ー
ル
新
聞
ニ
於
テ
一
読
セ
リ
。
斯
ル
日
本
政
体
改
良
ノ
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為
メ
ニ
大
切
ナ
ル
著
書
ノ
全
文
ヵ
、
或
ハ
其
重
ナ
ル
部
分
ノ
ミ
ニ
テ
モ
、
欧
州
中
何
レ
ノ
国
語
ニ
カ
翻
訳
ス
ル
ヲ
得
バ
、
政
体
学
一
般
ノ

為
メ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
広
ク
日
本
国
ノ
名
声
ヲ
世
界
ニ
発
揚
ス
ル
ニ
大
切
ナ
ル
ハ
、
余
カ
信
ス
ル
所
ナ
リ
。
余
ガ
敬
愛
ス
ル
朋
友
、
前
キ
ノ

維（
ウ
ィ
ー
ン
）

納
府
在
留
日
本
公
使
井
田
譲
君
及
ヒ
書
記
官
本
間
清
雄
君
、
余
ノ
書
翰
ヲ
足
下
ニ
送
致
ス
ル
ノ
厚
情
ヲ
辱
フ
セ
シ
ヲ
以
テ
、
敢
テ
一

書
ヲ
呈
ス
。
余
ハ
此
頃
日
本
法
律
ノ
歴
史
及
ヒ
其
政
体
研
究
ニ
従
事
セ
リ
。
若
シ
日
本
人
民
ノ
声
誉
ヲ
伝
播
ス
ル
ノ
一
助
タ
ラ
バ
、
余
ガ

悦
何
ソ
之
ニ
如
ン
。
蓋
シ
日
本
人
民
ノ
近
頃
十
七
年
間
非
常
ニ
進
歩
シ
、
且
ツ
後
来
太
平
洋
ノ
一
大
開
明
国
タ
ル
ベ
キ
ハ
、
各
人
ノ
許
シ

テ
以
テ
尊
敬
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
所
ナ
リ
。
余
ハ
墺
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

地
利
科
学
校
ノ
社
員
ナ
レ
ハ
、
余
輩
近
刻
ノ
一
書
ヲ
呈
ス
。
余
カ
社
員
ノ
眼
ヲ
日
本

歴
史
ニ
注
ク
ノ
深
切
ナ
ル
ハ
、
此
書
ヲ
一
覧
ア
リ
テ
モ
知
ラ
ル
ヘ
シ
。
願
ク
ハ
足
下
此
著
書
ト
余
ガ
書
翰
ヲ
受
納
シ
テ
、
余
カ
足
下
ヲ
尊

敬
シ
又
貴
著
ノ
詳
細
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
一
証
ト
ナ
サ
バ
感
謝
ニ
堪
ヘ
ス
。
頓
首
。

　
　
　
　
　
　
　
　

墺
地
利
維
納
府
大
学
校
政
治
学
教
授　
　

博
士
ロ
ー
レ
ン
ズ
、
フ
ォ
ン
、
ス
タ
イ
ン

　
　
　
　
　

日
本　

福
沢
君

　

こ
れ
は
、
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
一
月
二
十
一
日
ま
で
の
七
回
に
渡
っ
て
、

“Japan W
eekly M

ail

”に
掲
載
さ
れ
た
、
福
沢
諭
吉
の
『
時
事
小
言
』
に
接
し
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
書
簡
で
あ
る（（（
（

。
福
沢
は
こ
れ
に
対
す
る
返

事
を
、
明
治
十
六
年
六
月
三
日
付
で
英
文
に
て
送
っ
て
い
る
が（（（
（

、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
福
沢
の
往
復
書
簡
は
こ
の
一
度
限
り
で
あ
る
。

　

シ
ュ
タ
イ
ン
の
書
簡
を
日
本
語
に
訳
し
、
福
沢
へ
送
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
は
、
や
は
り
「
余
ガ
敬
愛
ス
ル
朋
友
、
前
キ
ノ
維
納
府
在
留

日
本
公
使
井
田
譲
君
及
ヒ
書
記
官
本
間
清
雄
君
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
井
田
讓
と
墺
国
公
使
館
書
記
官
の
本
間
清
雄
（
（（
（

に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
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四
、
伊
藤
博
文
の
渡
欧
と
シ
ュ
タ
イ
ン
面
会
を
め
ぐ
る
在
欧
外
交
官

　

既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伊
藤
の
立
憲
政
治
調
査
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
一
月
十
五
日
の
閣
議
に
て
、
元
老
院
議
長
で
あ
っ
た

寺
島
宗
則
が
、「
従
来
元
老
院
を
始
め
大
臣
、
參
議
等
交
〻
憲
法
制
定
に
就
き
講
究
を
重
ね
た
る
に
拘
ら
ず
、
孰
れ
も
満
足
な
る
成
案
を
得
ざ

る
事
情
に
顧
み
、
先
づ
伊
藤
參
議
を
歐
洲
に
派
遣
し
、
憲
法
の
原
理
と
実
際
の
運
用
と
を
調
査
せ
し
め
、
そ
の
結
果
に
基
き
日
本
獨
特
の
憲
法

を
欽
定
し
給
ふ
べ
し（（（
（

。」
と
発
議
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
こ
で
、
三
條
、
岩
倉
を
は
じ
め
参
議
一
同
賛
成
し
、
伊
藤
を
一
年
間
欧
州
に

派
遣
す
る
旨
、
天
皇
に
奏
請
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
同
年
二
月
三
日
に
は
、
伊
藤
が
三
池
炭
鉱
視
察
か
ら
帰
京
し
た
。
同
月
二
十
七
日
、
欧

州
各
国
に
お
け
る
憲
法
制
度
の
組
織
及
び
運
用
を
調
査
す
べ
き
旨
の
沙
汰
が
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
出
発
が
間
近
に
迫
っ
た
三
月
三
日
に
、
伊

藤
に
下
さ
れ
た
勅
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
目
的
は
、「
欧
洲
立
憲
の
各
国
に
至
り
、
其
政
府
又
は
碩
学
の
士
と
相
接
し
其
組
織
及
ひ
実
際
の
情
形

に
至
る
ま
て
観
察
（
（（
（

」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
伊
藤
の
欧
州
立
憲
政
治
調
査
は
、
欧
州
の
公
使
館
員
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
十
五
年
四
月
十
一
日

付
、
渡
邊
廉
吉
宛
井
田
讓
書
簡
（
（（
（

で
は
、
左
記
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

御
安
寧
可
賀
、
御
示
之
如
く
其
御
地
追
々
寂
寥
と
相
成
候
由
、
乍
去
御
勉
強
之
爲
に
ハ
至
極
之
閑
天
地
と
被
存
候
、
當
處
ハ
誠
ニ
本
朝
人

之
出
入
多
に
て
月
々
数
名
を
不
下
、
太
甚
敷
雜
沓
ニ
候
、
公
用
も
亦
随
フ
テ
多
事
、
困
却
此
事
ニ
御
座
候
、
當
年
ハ
始
終
旅
行
耳
、
漸
昨

今
引
取
申
候
、
兼
而
之
書
物
隅
々
披
見
致
試
候
得
共
、
何
分
御
對
談
に
無
之
テ
ハ
手
之
付
ケ
様
も
無
之
、
遂
ニ
等
閑
打
過
き
申
候
、
定
而

追
々
之
御
積
學
に
て
今
日
に
て
は
御
面
會
を
得
候
得
は
、
別
而
余
ニ
益
す
る
處
あ
ら
ん
と
相
樂
居
申
候
、
伊
藤
參
議
歐
州
へ
出
張
、
即
今

航
海
中
、
今
月
末
に
は
着
巴
と
存
候
、
書
記
官
七
名
許
随
行
と
申
事
故
、
河
島
も
其
一
列
ニ
必
ス
加
入
と
存
候
、
誠
ニ
大
慶
也
、
先
日
河

島
よ
り
種
々
書
類
差
送
申
候
、
中
々
氣
張
居
申
候
、
尤
勉
強
と
申
事
也
、
參
議
之
出
歐
は
政
事
上
之
視
察
な
ら
ん
と
各
々
勘
考
罷
在
候
、

夫
迄
ニ
ハ
別
而
貴
兄
等
御
骨
折
被
成
置
度
、
同
公
は
必
然
須
師
へ
出
會
を
相
樂
居
申
候
、
有
栖
川
之
大
使
も
定
而
實
説
な
ら
ん
、
乍
去
是
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は
風
聞
の
ミ
に
而
確
実
な
ら
ず
、
板
垣
之
件
は
何
共
意
外
、
如
斯
暴
人
之
顯
出
ニ
ハ
困
入
候
、
却
而
我
黨
正
義
を
吐
出
ス
ル
ノ
妨
害
と
相

成
、
痛
心
罷
在
候
、
西
白
両
國
は
随
分
未
開
也
、
乍
去
白
人
種
故
、
歐
洲
視
せ
ら
れ
居
候
ハ
残
念
也
、
可
學
之
件
は
一
二
條
之
外
不
見
當

候
、
バ
ル
ソ
ロ
ン
又
通
行
懸
同
處
人
民
之
動
揺
ニ
出
逢
、
辻
々
ガ
ル
バ
ル
ヂ
ー
ノ
畫
像
を
掲
ケ
居
、
軍
人
政
事
を
以
て
漸
く
壓
縮
際
中
ニ

而
有
之
、
其
後
ハ
定
而
鎮
静
と
相
考
申
候
、
其
中
御
面
會
之
後
、
猶
追
々
愚
考
之
件
、
且
ハ
貴
兄
學
ひ
得
タ
ル
妙
説
を
相
互
ニ
吐
露
い
た

し
度
と
存
候
、
日
々
新
聞
は
遂
ニ
我
黨
之
宗
ニ
入
レ
リ
、
乍
去
俄
カ
ニ
獨
逸
を
持
出
ス
ハ
失
策
ニ
し
て
其
正
理
上
よ
り
説
出
ス
事
を
我
輩

欲
ス
ル
ナ
リ
、
貴
兄
如
何
と
思
フ
哉
、
日
本
中
黨
派
と
か
何
と
か
相
唱
候
中
ニ
も
随
分
筋
立
候
説
を
吐
く
者
追
々
見
受
申
候
、
當
處
ヘ
ハ

報
知
新
聞
、
又
ハ
朝
野
新
聞
等
も
參
リ
、
時
々
披
見
、
心
目
を
相
慰
申
候
、
小
生
マ
ド
リ
ッ
ト
に
於
て
咯
血
相
催
、
一
時
は
大
恐
縮
罷
在

候
處
、
其
後
漸
々
全
快
、
不
相
變
頑
健
也
、
御
安
心
可
披
下
候
、
當
公
使
館
無
事
、
家
族
亦
同
様
也
、
小
兒
等
は
大
分
佛
語
も
出
来
出
し

申
候
、
而
し
て
平
素
両
人
ハ
相
互
ニ
獨
語
に
て
遊
戯
罷
在
、
追
々
日
本
語
を
失
念
候
様
子
、
又
々
家
妻
懐
妊
、
來
月
頃
ハ
出
産
之
様
子
困

却
い
た
し
候
、
昨
日
鍋
島
着
巴
ニ
而
中
野
丹
羽
等
も
來
巴
、
賑
々
敷
事
ニ
而
御
坐
候
、
追
而
近
傍
ナ
ル
大
公
園
春
色
相
催
し
、
毎
朝
二
時

間
ツ
ヽ
試
歩
い
た
し
、
健
康
を
相
保
居
、
今
後
御
面
晤
之
際
は
一
層
元
氣
相
発
可
申
と
存
候
、
本
間
ヘ
宜
敷
御
通
辞
被
下
度
、
先
右
耳
、

草
々

　
　
　
　
　

四
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讓

　
　
　
　
　

廉
吉
賢
兄

　
「
須
師
」
と
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
事
で
あ
る
。
井
田
は
渡
邊
に
、
伊
藤
が
欧
州
に
向
け
て
航
海
中
で
あ
り
、
そ
の
随
行
員
の
中
に
河
島
醇
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
等
を
述
べ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
面
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
伊
藤
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

　

伊
藤
が
シ
ュ
タ
イ
ン
に
面
会
す
る
こ
と
は
、
欧
州
到
着
以
前
か
ら
既
に
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
柳
原
前
光
が
シ
ュ
タ
イ
ン
の

著
書
を
日
本
に
広
め
る
べ
く
尽
力
し
た
結
果
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
一
時
帰
国
し
て
い
た
河
島
醇
の
勧
め
で
あ
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
明

確
で
は
な
い
が
、
在
欧
外
交
官
の
間
で
既
に
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
シ
ュ
タ
イ
ン
が
在
墺
日
本
公
使
館
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顧
問
を
務
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、
伊
藤
は
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
う
こ
と
を
目
的
に
渡
欧
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　

ま
た
、「
日
々
新
聞
は
遂
ニ
我
黨
之
宗
ニ
入
レ
リ
、
乍
去
俄
カ
ニ
獨
逸
を
持
出
ス
ハ
失
策
」
と
ド
イ
ツ
を
前
面
に
押
し
出
す
政
策
に
対
し
、

井
田
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
そ
し
て
「
其
正
理
上
よ
り
説
出
ス
事
」
を
求
め
て
い
る
。

　

伊
藤
ら
は
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
五
月
五
日
ナ
ポ
リ
に
上
陸
し
、
五
月
十
六
日
に
ベ
ル
リ
ン
へ
到
着
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
伊
藤
と
合

流
す
る
予
定
の
柳
原
は
渡
邊
に
、

本
月
廿
一
日
貴
柬
、
本
日
接
収
、
益
御
清
祥
杳
賀
致
候
、
伊
藤
參
議
ニ
ハ
全
ク
憲
法
取
調
ニ
関
シ
國
會
準
備
之
爲
ト
考
へ
候
、
其
随
員
中

西
園
寺
君
ハ
帝
室
ニ
関
ス
ル
事
件
取
調
被
命
、
前
光
ニ
も
協
議
尽
力
可
致
旨
、
宮
内
卿
よ
り
勅
旨
被
相
達
候
、
就
テ
ハ
今
後
憲
法
ニ
関
係

シ
貴
下
御
補
助
ヲ
乞
ヒ
候
事
も
可
有
之
折
柄
、
來
書
ヲ
得
、
甚
以
満
足
仕
候
、
伊
藤
、
西
園
寺
等
よ
り
頻
ニ
書
面
差
越
、
速
ニ
面
會
致
度

申
越
候
故
、
明
日
當
地
出
発
、
伯
林
へ
罷
越
、
面
晤
之
積
ニ
候
、
尚
貴
下
憲
法
事
件
御
盡
力
可
相
成
義
は
公
私
之
幸
故
、
伊
藤
氏
へ
も
其

段
申
聽
置
可
申
候
、
前
光
ハ
両
三
日
伯
林
滞
在
、
夫
よ
り
瑞
典
へ
渡
リ
來
六
月
六
日
銀
婚
ノ
祝
典
ニ
參
會
シ
候
目
的
ニ
候
、
○
左
大
臣

宮
、
魯
帝
即
位
ニ
參
會
ノ
爲
メ
御
出
使
可
相
成
候
、
右
は
魯
帝
即
位
之
期
未
確
定
ナ
レ
ト
モ
、
多
分
八
月
末
九
月
初
メ
ニ
可
有
之
故
、
豫

シ
メ
早
メ
ニ
本
邦
御
出
發
ト
存
候
、
弥
然
ル
時
ハ
瑞
典
よ
り
直
チ
ニ
佛
國
へ
出
張
、
同
所
ニ
テ
御
出
迎
致
シ
候
積
ニ
候
得
共
、
本
邦
よ
り

一
電
報
到
來
不
致
候
間
ハ
其
邊
未
定
ニ
候
、
○
本
間
氏
ヘ
御
無
沙
汰
致
シ
可
然
御
通
聲
企
望
候
、
○
明
日
出
發
ニ
付
、
大
ニ
取
込
、
亂
書

御
判
察
企
望
候
、
頓
首

　
　
　
　
　

十
五
年
五
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魯
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
前
光

　
　

渡
邊
廉
吉
殿

と
送
っ
て
い
る（（（
（

。
柳
原
は
渡
邊
に
、「
貴
下
憲
法
事
件
御
盡
力
可
相
成
義
は
公
私
之
幸
故
、
伊
藤
氏
へ
も
其
段
申
聽
置
可
申
候
」
と
渡
邊
を
伊

藤
に
紹
介
す
る
事
約
束
し
た（（（
（

。
柳
原
が
、
渡
邊
を
伊
藤
に
紹
介
す
る
理
由
に
は
、
渡
邊
の
知
識
に
加
え
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
パ
イ
プ
を
有
し
て
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い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
で
伊
藤
と
再
会
し
た
柳
原
は
、

益
御
清
祥
杳
賀
候
、
陳
は
前
光
先
頃
來
、
瑞
典
ニ
罷
越
候
處
、
本
日
出
發
、
伯
林
へ
罷
越
、
伊
藤
參
議
ニ
再
會
、
凡
來
月
中
滞
在
、
其
間

孛
國
憲
法
類
研
究
之
積
ニ
候
、
就
テ
ハ
先
頃
借（
マ
ヽ
）進
候
各
國
憲
法
入
用
御
坐
候
間
、
別
紙
通
リ
前
光
寓
所
へ
當
テ
右
書
冊
御
差
返
シ
企
望

候
、
將
又
貴
下
憲
法
ニ
御
注
念
之
義
ハ
先
月
下
旬
伊
藤
ヘ
面
會
候
際
、
及
陳
述
置
候
、
同
氏
其
地
へ
罷
越
候
節
は
彼
是
足
下
へ
御
依
頼
可

及
景
況
ニ
候
、
將
又
本
邦
新
憲
法
制
定
ノ
爲
メ（
マ
ヽ
）

駑
力
候
ニ
付
、
參
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
書
籍
ニ
付
、
貴
下
高
考
又
ハ
ス
タ
イ
ン
氏
議
論
有
之
候

得
は
書
目
獨
逸
文
ニ
テ
御
認
被
下
、
前
述
伯
林
拙
者
寓
居
へ
御
報
知
被
下
度
候
、
左
大
臣
宮
ハ
弥
本
月
十
八
日
本
邦
御
出
発
、
随
行
ハ
宮

内
大
書
記
官
外
ニ
林
、
西
徳（
マ
ヽ
）
次
郎
、
山
本
陸
軍
少
佐
、
加
藤
増
雄
等
之
趣
ニ
候
、
弥
御
入
魯
之
時
ハ
伊
藤
參
議
、
西
園
寺
も
伯
林
よ
り
随

行
之
筈
ニ
候
、
本
間
氏
ヘ
及
無
音
候
間
、
可
然
御
傳
聲
且
右
事
件
も
御
致
聲
企
望
候
、
但
魯
廷
内
務
卿
更
替
、
廟
堂
混
雜
等
ニ
て
即
位
之

期
未
判
然
ニ
候
、
乍
併
宮
ハ
豫
シ
メ
本
邦
御
出
發
、
寛
々
歐
洲
景
況
御
視
察
被
遊
候
目
算
ト
存
候
、
草
々
不
盡

　
　
　
　

十
五
年
六
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
典
國
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
前
光

　
　
　
　

渡
邊
廉
吉
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　

机
下

と
渡
邊
に
報
告
（
（（
（

し
て
い
る
。
柳
原
に
よ
れ
ば
、「
將
又
貴
下
憲
法
ニ
御
注
念
之
義
ハ
先
月
下
旬
伊
藤
ヘ
面
會
候
際
、
及
陳
述
置
候
、
同
氏
其
地

へ
罷
越
候
節
は
彼
是
足
下
へ
御
依
頼
可
及
景
況
ニ
候
、
將
又
本
邦
新
憲
法
制
定
ノ
爲
メ（
マ
ヽ
）
駑
カ
候
ニ
付
、
參
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
書
籍
ニ
付
、
貴
下
高

考
又
ハ
ス
タ
イ
ン
氏
議
論
有
之
候
得
は
書
目
獨
逸
文
ニ
テ
御
認
被
下
」
と
、
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
に
際
し
て
渡
邊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
そ
の
渡
邊
に
柳
原
は
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
へ
向
け
て
の
支
度
を
指
示
し
た
。
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明
治
十
五
年
七
月
五
日
付
、
井
上
馨
宛
伊
藤
博
文
書
簡
に
よ
れ
ば
、「
グ
ナ
イ
ス
師
も
来
八
月
初
旬
ヨ
リ
入
浴
之
筈
ニ
御
座
候
故
、
事
宜
ニ

寄
リ
同
時
よ
り
澳
国
ニ
赴
キ
、
彼
国
之
有
名
ナ
ル
ス
タ
イ
ン
師
ヲ
訪
ヒ
其
説
ヲ
承
リ
度
企
望
罷
在
候
。
同
師
ハ
炎
暑
中
其
所
有
地
ニ
在
ル
山
間

ノ
湯
治
場
ニ
游
蕩
ス
ル
ト
ノ
事
ニ
付
、
其
地
ニ
就
テ
学
ヒ
候
積
ニ
御
坐
候
（
（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
が
シ
ュ
タ
イ
ン
の
元
を
訪
れ
た
の

は
、
八
月
八
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
所
と
な
っ
た
「
其
所
有
地
ニ
在
ル
山
間
ノ
湯
治
場
」
と
は
、
現
ス
ロ
ベ
ニ
ア
のLaško

に
あ
る
シ
ュ
タ

イ
ン
が
所
有
し
て
い
た
保
養
所
の
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
のW

eidlingau

と
、
現
ス
ロ
ベ
ニ
ア
のLaško

の
二
か
所

に
別
荘
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内
湯
治
が
で
き
る
保
養
所
に
あ
た
る
の
は
、Laško

の
別
荘
で
あ
る
。

　

つ
い
に
、
伊
藤
が
シ
ュ
タ
イ
ン
に
会
う
こ
と
を
知
っ
た
パ
リ
在
勤
の
井
田
譲
は
、
墺
国
日
本
公
使
館
の
本
間
清
雄
書
記
官
に
宛
て
て
次
の
よ

う
に
送
っ
た（（（
（

。

伊
藤
参
議
ニ
も
石
先
生
へ
面
會
相
成
候
趣
実
ニ
面
白
き
論
議
も
有
之
た
る
事
と
想
像
ニ
不
堪
候
、
此
挙
に
し
て
参
議
来
欧
之
鴻
益
之
最
な

る
儀
と
相
考
候
、
小
生
等
之
所
遇
ハ
独
石
先
生
之
好
論
の
み
な
ら
す
澳
国
政
事
上
ニ
於
て
且
ハ
風
俗
上
ニ
就
而
参
議
之
十
分
ニ
洞
察
有
之

事
を
冀
望
罷
在
候
也
、
河
島
氏
も
定
而
満
足
ニ
周
旋
可
被
致
、
右
宜
敷
御
伝
可
被
下
候

有
栖
川
宮
殿
下
ニ
ハ
羅
馬
よ
り
直
ニ
御
出
巴
可
相
成
と
曾
而
承
込
居
候
處
、
今
以
御
途
次
之
御
模
様
不
申
参
如
何
之
事
ニ
御
坐
候
哉
、
或

ハ
貴
諭
之
如
く
先
ツ
澳
国
へ
向
ケ
御
発
途
相
成
事
ニ
も
候
哉

當
国
政
府
又
々
又
々
更
迭
其
以
変
、
其
名
之
如
く
一
般
昨
今
新
設
之
政
府
ハ
海
水
浴
之
政
府
と
既
に
已
ニ
異
名
を
被
附
候
、
其
次
外
々
夏

休
暇
代
議
士
等
海
水
浴
中
ハ
安
泰
無
事
□
□
と
議
場
相
開
ケ
候
時
ハ
忽
チ
堕
落
と
申
事
ニ
而
我
輩
之
深
く
戒
メ
テ
切
ニ
恐
ル
ヽ
所
以
も
亦

不
外
之
也

佛
国
政
府
ハ
埃
及
事
件
果
敢
敷
カ
ラ
ス
御
地
之
評
判
被
聽
や
被
成
下
度
候
先
両
君
ヘ
御
答
迄
草
々
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
十
二
日
夜
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本
間

　
　

渡（
マ
ヽ
）部　

両
君　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
當
地
之
夏
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
今
余
程
秋
気
ヲ
催
セ
リ

前
出
の
明
治
十
五
年
四
月
十
一
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
井
田
讓
書
簡
同
様
に
、
井
田
は
シ
ュ
タ
イ
ン
と
伊
藤
が
面
会
し
、
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
る
論

議
が
日
本
の
立
憲
政
治
樹
立
に
向
け
た
一
歩
と
な
る
こ
と
に
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
た
。

　

シ
ュ
タ
イ
ン
と
伊
藤
が
面
会
す
る
こ
と
は
、
独
国
駐
箚
特
命
全
権
公
使
青
木
周
蔵
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
明
治
十
五
年
八
月
十
一
日
付
伊
藤

博
文
宛
青
木
周
蔵
書
簡
（
（（
（

で
は
、「
於
錦
地
碩
学
「
ス
タ
イ
ン
」
氏
へ
御
面
晤
相
成
候
由
、
恐
悦
々
々
。
氏
は
会
計
学
之
区
域
に
於
而
も
有
名
之

人
物
に
御
坐
候
間
、
彼
是
討
論
御
試
被
成
度
候
。
小
生
も
高
諭
に
従
ひ
、
都
合
次
第
御
地
へ
出
掛
、
氏
と
一
会
仕
度
存
念
に
御
坐
候
。」
と
あ

り
、
会
計
学
に
も
精
通
す
る
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
討
議
に
多
い
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
日
、
伊
藤
は
日
本
に
い
る
岩
倉
に
宛
て
て
「
独

逸
に
て
有
名
な
る
グ
ナ
イ
ス
ト
、
ス
タ
イ
ン
の
両
師
に
就
き
、
国
家
組
織
の
大
体
を
了
解
す
る
事
を
得
て
、
皇
室
の
基
礎
を
固
定
し
、
大
権
を

不
墜
の
大
眼
目
は
充
分
相
立
候
間
、
追
て
御
報
道
可
申
上
候
。
実
に
英
、
米
、
仏
の
自
由
過
激
論
者
の
著
述
而
已
を
金
科
玉
條
の
如
く
誤
信

し
、
殆
ん
ど
国
家
を
傾
け
ん
と
す
る
の
勢
は
、
今
日
我
国
の
現
情
に
御
座
候
へ
共
、
之
を
挽
回
す
る
の
道
理
と
手
段
と
を
得
候
。
我
国
の
赤
心

を
貫
徹
す
る
の
時
機
に
於
て
、
其
功
験
を
現
は
す
の
大
切
な
る
要
具
と
奉
存
候
て
、
心
私
に
死
処
を
得
る
の
心
地
仕
候
（
（（
（

。」
と
報
告
し
た
。
伊

藤
は
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
討
議
か
ら
得
た
知
識
を
も
と
に
、
帰
国
の
後
、
立
憲
制
確
立
に
向
け
て
政
治
的
主
導
権
を
掌
握
で
き
る
と
の
確
信
を
得

た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
は
八
月
八
日
に
シ
ュ
タ
イ
ン
と
面
会
し
た
後
、
一
旦
ベ
ル
リ
ン
へ
戻
り
、
九
月
半
ば
再
び
シ
ュ
タ
イ
ン
の
元
を
訪
れ
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義

が
始
め
ら
れ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
が
始
ま
る
前
の
、
明
治
十
五
年
八
月
十
九
日
付
伊
藤
博
文
宛
井
田
讓
書
簡
（
（（
（

で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。芳

翰
拝
収
。
益
御
安
泰
為
邦
家
御
尽
力
被
為
在
奉
大
賀
候
。
然
は
伯
林
府
へ
永
々
御
滞
在
国
家
学
御
研
究
被
為
在
に
付
悚
々
然
、
果
し
而
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本
邦
流
言
之
通
専
ら
独
逸
政
体
に
被
偏
国
法
御
編
製
可
相
成
歟
と
窃
に
痛
心
罷
在
候
処
、
石
先
生
へ
御
面
会
相
成
豁
然
邦
家
之
理
御
通
会

相
成
候
と
の
旨
、
我
々
等
に
於
て
始
而
我
邦
幸
福
之
大
運
自
今
可
見
と
雀
踊
之
外
無
御
坐
候
。
実
に
石
先
生
は
我
家
之
師
、
昨
冬
御
変
革

之
際
外
務
卿
井
上
公
へ
是
非
御
微
聘
相
成
国
家
之
組
織
を
御
相
談
有
御
坐
度
と
迄
申
上
候
事
に
而
、
果
此
人
に
し
て
本
邦
之
聘
に
応
す
る

や
、
将
来
之
書
生
に
方
向
を
授
け
遂
に
我
朝
特
種
之
国
家
学
基
礎
と
も
相
成
、
加
る
に
現
今
真
向
き
に
可
然
之
自
由
を
唱
る
学
者
輩
を
し

て
其
胆
を
寒
か
ら
し
め
は
、
邦
家
之
大
益
之
に
過
る
者
無
之
候
。
不
遠
御
面
会
も
可
相
叶
付
不
取
敢
高
諭
に
酬
、
人
情
縷
陳
相
見
合
、

唯
々
邦
家
始
靖
矣
之
一
語
を
呈
し
、
閣
下
之
石
先
生
に
御
面
会
相
成
候
事
を
奉
大
賀
候
。

有
栖
川
宮
殿
下
今
晩
御
着
巴
、
此
段
為
御
心
得
申
上
置
候
。
ス
ツ
ル
ペ
ー
氏
に
昨
日
も
面
会
、
魯
帝
即
位
之
有
無
問
合
候
得
共
、
何
共
答

弁
致
し
兼
候
旨
に
て
迷
惑
相
顕
申
候
。
此
儀
も
併
せ
て
申
上
置
候
。

　
　
　
　
　

八
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
田
譲
頓
首
謹
言

　
　
　
　

伊
藤
参
議
閣
下

「
石
先
生
」
と
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
事
で
あ
る（（（
（

。
井
田
は
、「
然
は
伯
林
府
へ
永
々
御
滞
在
国
家
学
御
研
究
被
為
在
に
付
悚
々
然
、
果
し
而
本
邦

流
言
之
通
専
ら
独
逸
政
体
に
被
偏
国
法
御
編
製
可
相
成
歟
と
窃
に
痛
心
罷
在
候
処
」
と
述
べ
、
ド
イ
ツ
政
体
一
辺
倒
に
な
る
こ
と
に
反
対
の
意

を
唱
え
た
。
そ
し
て
、「
石
先
生
へ
御
面
会
相
成
豁
然
邦
家
之
理
御
通
会
相
成
候
と
の
旨
、
我
々
等
に
於
て
始
而
我
邦
幸
福
之
大
運
自
今
可
見

と
雀
踊
之
外
無
御
坐
候
。
実
に
石
先
生
は
我
家
之
師
、
昨
冬
御
変
革
之
際
外
務
卿
井
上
公
へ
是
非
御
微
聘
相
成
国
家
之
組
織
を
御
相
談
有
御
坐

度
と
迄
申
上
候
事
に
而
、
果
此
人
に
し
て
本
邦
之
聘
に
応
す
る
や
、
将
来
之
書
生
に
方
向
を
授
け
遂
に
我
朝
特
種
之
国
家
学
基
礎
と
も
相
成
、

加
る
に
現
今
真
向
き
に
可
然
之
自
由
を
唱
る
学
者
輩
を
し
て
其
胆
を
寒
か
ら
し
め
は
、
邦
家
之
大
益
之
に
過
る
者
無
之
候
。」
と
述
べ
、
シ
ュ

タ
イ
ン
を
日
本
へ
招
聘
し
よ
う
と
井
上
馨
に
上
申
し
た
こ
と
に
触
れ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
こ
そ
が
国
家
学
の
基
礎
で
あ
り
、
日
本
の
国
家
組
織
に
有

益
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
坂
本
一
登
氏
に
よ
っ
て
、
伊
藤
は
書
簡
を
通
じ
て
岩
倉
ら
へ
憲
法
調
査
の
成
果
と
意
義
を
強
調
し
、「
ま



　　お茶の水史学　54号　　28

さ
に
絵
に
書
い
た
よ
う
な
ド
イ
ツ
主
義
者
を
演
じ
て（（（
（

」
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
井
田
の
書
簡
は
そ
の
よ
う
な
過
度
に
ド
イ
ツ
に
心

酔
す
る
伊
藤
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
説
を
も
っ
て
英
国
型
立
憲
政
体
派
に
対
抗
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

井
田
の
書
簡
か
ら
一
週
間
後
の
八
月
二
六
日
、
伊
藤
は
外
務
卿
井
上
馨
に
シ
ュ
タ
イ
ン
招
聘
の
必
要
性
を
建
議
し
た
。
明
治
十
五
年
十
月
二

十
四
日
付
で
山
県
有
朋
か
ら
三
条
実
美
に
上
申
さ
れ
た
「
澳
国
学
士
ス
タ
イ
ン
氏
傭
入
結
約
ヲ
伊
藤
参
議
ニ
委
任
并
同
氏
年
金
給
与
ノ
件（（（
（

」
に

は
、
そ
の
時
の
書
簡
の
写
し
が
あ
り
、
左
記
に
引
用
し
た
い
。

澳
国
ノ
學
士
ス
タ
イ
ン
ニ
面
會
候
處
、
博
學
卓
見
、
議
論
正
大
、
其
歸
着
ス
ル
所
、
邦
國
ハ
君
主
國
ニ
如
カ
ズ
、
君
主
ハ
君
権
完
全
ニ
如

カ
ズ
君
主
は
憲
法
ノ
上
ニ
位
シ
、
行
政
府
ハ
立
法
ト
並
立
ス
へ
キ
者
ニ
シ
テ
、
宰
相
ハ
決
シ
テ
代
議
院
ノ
臣
僕
ニ
非
ス
國
家
萬
機
を
料
理

判
定
ス
ル
ハ
宰
相
ノ
責
任
ナ
リ
ト
ノ
道
理
ヲ
證
明
シ
歐
洲
諸
国
ノ
政
體
多
ク
ハ
君
主
國
ニ
シ
テ
協
和
主
義
ヲ
含
蓄
ス
ル
ノ
非
ナ
ル
ヲ
論
破

セ
リ
而
シ
テ
日
本
ノ
形
勢
ニ
付
テ
必
用
ト
シ
テ
論
ス
ル
所
ハ
大
學
校
ノ
基
礎
ヲ
定
メ
學
問
ノ
方
嚮
ヲ
正
ス
ニ
在
ト
ノ
主
意
ナ
リ
若
シ
我
政

府
ニ
於
テ
此
師
ヲ
迎
ヘ
學
問
上
ノ
組
織
ヲ
依
托
ス
ル
ヲ
淂
ハ
実
ニ
万
世
ノ
幸
福
、　

皇
室
ノ
為
ニ
ハ
、
千
萬
ノ
忠
臣
ヲ
淂
ル
モ
亦
易
ニ
耳

即
今
維
納
府
大
學
ノ
校
長
ニ
シ
テ
邦
國
學
、
政
治
學
、
経
済
學
、
社
會
學
等
歐
洲
諸
學
士
ノ
推
尊
ス
ル
所
ナ
リ
今
我
国
ニ
テ
ツ
マ
ラ
ヌ
洋

人
ヲ
多
人
数
傭
役
セ
ル
給
料
ヲ
轉
シ
テ
如
斯
人
物
ニ
取
換
度
モ
ノ
ト
頻
ニ
希
望
仕
候
何
卒
廰
坐
諸
公
ノ
御
計
畫
御
意
見
御
示
被
下
度
候
英

米
佛
ノ
民
権
協
和
自
由
論
ヲ
破
却
ス
ル
ハ
此
人
ヲ
除
キ
テ
他
ニ
鋭
利
ノ
霊
剣
無
之
ト
確
信
仕
候

伊
藤
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
人
格
を
「
博
學
卓
見
、
議
論
正
大
」
と
評
価
し
、「
我
政
府
ニ
於
テ
此
師
ヲ
迎
ヘ
學
問
上
ノ
組
織
ヲ
依
托
ス
ル
ヲ
淂
ハ

実
ニ
万
世
ノ
幸
福
、　

皇
室
ノ
為
ニ
ハ
、
千
萬
ノ
忠
臣
ヲ
淂
ル
モ
亦
易
ニ
耳
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
伊
藤
が
シ
ュ
タ
イ
ン
と
面
会
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
道
理
と
手
段
（
（（
（

」
と
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
口
勿
か
ら
得
ら
れ
る
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
は
ウ
ィ
ー

ン
大
学
教
授
で
あ
っ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
を
、「
維
納
府
大
學
ノ
校
長
」
と
誇
張
し
て
伝
え
て
い
る
。
伊
藤
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
を
評
価
し
た
点
の
一

つ
と
し
て
、「
英
米
仏
ノ
民
権
協
和
自
由
論
ヲ
破
却
ス
ル
ハ
此
人
ヲ
除
キ
テ
他
ニ
鋭
利
ノ
霊
剣
無
之
ト
確
信
仕
候
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
ま
さ
に
前
述
の
八
月
十
九
日
付
井
田
書
簡
に
お
け
る
意
見
と
一
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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伊
藤
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
（
（（
（

を
受
け
、
十
一
月
五
日
に
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
た
。
そ
の
後
シ
ュ
タ
イ
ン
は
老
齢
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
理
由
に
来
日
を
謝
絶
し
た（（（
（

。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
本
へ
の
招
聘
、
次
い
で
シ
ュ
タ
イ
ン
が
墺
国
日
本
公
使
館
附
と
し
て
日
本
政
府
と
の

間
に
雇
傭
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
氏
の
研
究
に
詳
し
い（（（
（

。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
本
へ
の
招
聘
が
叶
わ
な
い
と
知
っ
た
井
田
の

落
胆
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
十
六
年
一
月
十
九
日
付
渡
邊
廉
吉
宛
井
田
讓
書
簡
（
（（
（

で
は
、

此
中
ス
タ
イ
ン
先
生
よ
り
一
書
を
得
申
候
、
併
セ
テ
寫
眞
壹
葉
被
相
投
候
、
宜
シ
ク
余
ニ
代
、
禮
辞
御
陳
し
可
被
下
候
、
余
等
之
寫
眞
ハ

近
日
相
調
ヘ
可
差
贈
と
御
申
傳
ヘ
可
被
下
候
、
其
書
信
之
文
字
ニ
據
レ
ハ
永
ク
東
西
を
隔
ツ
ト
雖
モ
、
如
相
見
之
爲
と
有
之
候
、
果
し
て

先
生
ハ
我
邦
ニ
來
遊
不
致
事
と
誠
ニ
遺
憾
千
萬
、
自
今
我
邦
ニ
確
立
ス
ル
處
ノ
學
統
ハ
何
人
ニ
頼
リ
て
相
立
可
申
歟
、
實
ニ
足
下
等
ハ
益

勉
勵
、
翁
之
眞
意
之
所
在
之
傳
統
を
誤
ル
勿
レ
、
河
島
も
在
維
之
由
宜
敷
御
傳
可
被
下
候
、
小
生
ハ
不
遠
帰
朝
可
致
、
未
ダ
日
時
ハ
不
相

定
、
其
中
御
報
可
及
、
何
な
リ
共
御
留
守
宅
ヘ
御
用
向
可
被
仰
聞
候
、
必
ス
足
下
ニ
も
自
今
一
年
を
不
出
帰
朝
被
成
、
余
等
ニ
有
所
教
レ

ハ
幸
甚
之
至
也
、
當
地
カ
ン
ベ
ツ
タ
氏
死
亡
後
、
人
々
悸
怖
果
シ
テ
ナ
ホ
レ
オ
ン
氏
ノ
激（
マ
ヽ
）文

を
見
タ
リ
、
言
論
自
由
之
郷
ハ
名
ハ
美
と
雖

モ
、
政
権
ハ
果
シ
テ
何
地
ニ
在
ル
ヲ
不
知
、
本
日
ノ
デ
バ
新
聞
之
論
ハ
實
ニ
得
我
志
矣
、
先
右
丈
御
無
沙
汰
之
御
理
と
し
て
表
寸
意
候

　
　
　
　

一
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讓
拜

　
　
　
　
　

廉
吉
様

　
　
　

公
館
諸
君
ヘ
宜
し
く
相
願
候

と
述
べ
ら
れ
、
井
田
は
「
先
生
ハ
我
邦
ニ
來
遊
不
致
事
と
誠
ニ
遺
憾
千
萬
、
自
今
我
邦
ニ
確
立
ス
ル
處
ノ
學
統
ハ
何
人
ニ
頼
リ
て
相
立
可
申

歟
、
實
ニ
足
下
等
ハ
益
勉
勵
、
翁
之
眞
意
之
所
在
之
傳
統
を
誤
ル
勿
レ
」
と
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
本
招
聘
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
落
胆
を

示
し
な
が
ら
も
、
引
き
続
き
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
を
日
本
へ
伝
え
る
意
志
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
渡
邊
ら
墺
国
外
交
官
の
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
折
衝
は
、
伊
藤
の
帰
国
後
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
」
が

始
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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シ
ュ
タ
イ
ン
は
伊
藤
に
対
し
て
、
来
日
で
き
な
い
こ
と
へ
の
代
替
と
し
て
、「
猶
ほ
余
は
傍
ら
に
當
府
留
學
の
貴
國
靑
年
書
生
を
幇
助
し
、

獨
り
彼
輩
の
爲
め
に
、
大
學
入
門
の
周
旋
を
爲
す
に
止
ら
ず
、
余
が
一
身
の
學
友
と
し
て
彼
輩
の
學
事
を
勸
奬
す
べ
し
。
是
に
於
て
乎
余
は
自

ら
日
本
書
生
の
歐
洲
の
學
科
を
修
む
る
も
の
ゝ
爲
に
、
一
個
の
中
點
と
な
り
て
他
日
貴
國
に
大
學
を
作
興
す
る
の
元
資
を
生
ず
る
の
媒
介
者
た

ら
ん
と
す
。
夫
れ
智
識
の
發
逹
を
謀
る
は
、
大
學
を
興
す
に
若
く
は
な
し
。
若
し
貴
國
に
し
て
大
學
校
の
教
育
を
振
作
せ
ば
、
則
ち
其
洪
益
は

自
ら
東
洋
諸
國
に
波
及
す
る
に
至
ら
ん
事
必
せ
り
。
余
此
の
志
を
懐
く
事
旣
に
久
し
。
唯
だ
未
だ
之
を
實
際
に
試
み
ざ
る
の
み（（（
（

。」
と
提
案
し

た
。
そ
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
墺
国
公
使
館
附
で
日
本
政
府
に
雇
わ
れ
、「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
」
が
始
ま
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　
「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
」
や
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
ず
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
」
に
訪
れ
る
日
本

と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
を
仲
介
し
て
い
た
の
も
、
墺
国
外
交
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
事
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
左
記
の
書
簡
（
（（
（

は
、

柳
原
前
光
が
渡
邊
に
宛
て
て
、
本
願
寺
の
僧
侶
北
畠
道
龍
（
（（
（

と
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
面
会
を
取
り
計
ら
う
よ
う
申
し
入
れ
た
書
簡
で
あ
る
。

益
御
清
祥
致
慶
賀
候
、
陳
は
今
般
本
願
寺
僧
北
畠
道
龍
其
地
へ
罷
越
、
宗
教
上
之
儀
及
取
調
、
又
ス
タ
イ
ン
氏
ニ
面
會
、
政
教
之
關
係
権

衡
等
質
問
候
見
込
ニ
有
之
、
此
人
ハ
六
十
ノ
老
齢
ニ
テ
特
志
海
外
ニ
來
航
、
和
漢
ノ
博
識
ハ
勿
論
、
獨
逸
書
ヲ
モ
解
得
候
、
何
卒
老
兄
ニ

於
テ
右
ス
タ
イ
ン
氏
ヘ
會
晤
質（
マ
ヽ
）
議
之
事
成
就
候
様
、
御
周
旋
懇
望
候
、
將
又
拙
者
儀
ハ
如
素
願
御
用
帰
朝
被
命
候
故
、
本
月
三
日
魯
帝
へ

告
別
謁
見
相
濟
、
頗
丁
重
ノ
隆
遇
ヲ
得
、
愈
本
日
出
發
、
瑞
典
ヘ
罷
越
、
六
月
ニ
ハ
帰
朝
之
積
ニ
有
之
候
、
尚
本
邦
ニ
於
テ
可
得
拜
芝
屈

指
相
樂
居
候
、
不
盡

　
　
　
　

十
六
年
三
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
光

　
　
　
　

渡
邊
廉
吉
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魯
都

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
を
め
ぐ
る
在
欧
外
交
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
特
に
伊
藤
の
滞
欧
中
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
伊
藤
の
渡
欧
前
か
ら
の
シ
ュ
タ
イ
ン
評
価
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　

渡
邊
廉
吉
は
墺
国
公
使
館
勤
務
の
傍
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
聴
講
し
、
個
人
的
に
も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
。

渡
邊
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
お
よ
び
墺
国
公
使
館
顧
問
と
な
っ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い

が
、
井
田
讓
と
共
有
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

井
田
讓
が
仏
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
と
な
り
多
忙
を
極
め
る
中
に
お
い
て
も
、
渡
邊
に
日
本
の
政
治
状
況
や
伊
藤
の
渡
欧
に
つ
い
て
書
き

送
っ
て
い
た
こ
と
は
、
井
田
の
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
す
る
評
価
や
期
待
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。
渡
邊
と
違
い
、
井
田
は
特

命
全
権
公
使
と
い
う
立
場
か
ら
、
シ
ュ
タ
イ
ン
を
日
本
に
招
聘
す
べ
く
、
井
上
馨
に
上
申
す
る
な
ど
そ
の
活
動
は
活
発
で
あ
っ
た（（（
（

。
そ
れ
ら
の

行
動
は
、
伊
藤
に
「
果
此
人
に
し
て
本
邦
之
聘
に
応
す
る
や
、
将
来
之
書
生
に
方
向
を
授
け
遂
に
我
朝
特
種
之
国
家
学
基
礎
と
も
相
成
（
（（
（

」
と
書

き
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
方
向
性
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
露
国
駐
箚
特
命
全
権
公
使
の
柳
原
前
光
は
、「
既
ニ
我
邦
ニ
テ
モ
大
隈
重
信
國
會
急
設
ノ
議
ヲ
建
テ
辞
職
候
得
共
、
其
餘
波
遂
ニ
來

廿
三
年
國
會
開
設
ノ
勅
詔
公
發
ニ
相
成
候
、
政
事
上
ヨ
リ
論
ス
レ
ハ
十
年
ハ
短
キ
者
ニ
テ
即
チ
明
年
一
月
モ
廿
日
以
内
ナ
レ
ハ
今
早
九
年
ト
称

ス
ヘ
シ
、
旁
以
十
分
御
盡
力
、
我
東
洋
ニ
於
テ
初
メ
テ
立
憲
政
体
ヲ
確
定
ス
ル
ニ
方
リ
萬
全
之
者
不
被
行
テ
ハ
難
叶
（
（（
（

」
と
述
べ
、
日
本
の
国
会

開
設
を
巡
る
政
治
状
況
に
危
機
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、「
ス
タ
イ
ン
氏
學
風
ヲ
我
國
ニ
傳
播
セ
シ
ム
ル（（（
（

」
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
柳
原
は
貴

族
院
の
処
遇
に
つ
い
て
シ
ュ
タ
イ
ン
に
質
問
を
仰
ぎ
、
ま
た
伊
藤
の
渡
欧
に
際
し
て
「
随
員
中
西
園
寺
君
ハ
帝
室
ニ
関
ス
ル
事
件
取
調
被
命
、

前
光
ニ
も
協
議
尽
力
可
致
旨
、
宮
内
卿
よ
り
勅
旨
被
相
達
候
（
（（
（

」
と
帝
室
制
度
取
調
に
尽
力
し
始
め
た
状
況
も
相
ま
っ
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学

を
評
価
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
独
国
駐
箚
特
命
全
権
公
使
の
青
木
周
蔵
は
「
於
錦
地
碩
学
「
ス
タ
イ
ン
」
氏
へ
御
面
晤
相
成
候
由
、
恐
悦
々
々
。
氏
は
会
計
学
之
区

域
に
於
而
も
有
名
之
人
物
に
御
坐
候
間
、
彼
是
討
論
御
試
被
成
度
候
。
小
生
も
高
諭
に
従
ひ
、
都
合
次
第
御
地
へ
出
掛
、
氏
と
一
会
仕
度
存
念
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に
御
坐
候
（
（（
（

。」
と
シ
ュ
タ
イ
ン
が
会
計
学
に
精
通
し
て
い
る
事
を
評
価
し
、
伊
藤
に
伝
え
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
在
欧
外
交
官
の
間
で
評
価
さ
れ
、
伊
藤
の
渡
欧
以
前
に
す
で
に
墺
国
公
使
館
顧
問
と
し
て
の
雇
用
や
、

シ
ュ
タ
イ
ン
の
日
本
招
聘
に
向
け
た
動
き
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
伊
藤
の
渡
欧
以
前
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
風
に
つ
い
て
は
、
在
欧
外
交
官
を

通
じ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
伊
藤
は
か
な
り
の
予
備
知
識
を
持
っ
て
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
に
臨
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
実

際
に
伊
藤
に
対
し
て
行
わ
れ
た
講
義
の
内
容
が
、
憲
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
と
い
う
よ
り
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の

も
、
伊
藤
と
シ
ュ
タ
イ
ン
の
面
会
が
周
到
に
準
備
さ
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
ま
た
、
伊
藤
が
欧
州
に
来
た
こ
と
に

よ
っ
て
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
を
日
本
へ
の
伝
播
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
急
速
に
高
ま
り
を
み
せ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
熱
と
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
を
実
現
さ

せ
た
の
も
、
彼
ら
在
欧
外
交
官
で
あ
っ
た
。

註（
１
）　

瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
─
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家

学
の
軌
跡
─
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
）、
同
『
文
明
史
の

中
の
明
治
憲
法
─
こ
の
国
の
か
た
ち
と
西
洋
体
験
─
』（
講
談
社
、

二
〇
〇
三
）
を
参
照
。

（
２
）　

伊
藤
博
文
の
欧
州
立
憲
政
治
調
査
に
つ
い
て
は
、
清
水
伸
『
明

治
憲
法
制
定
史
（
上
）
─
独
墺
に
お
け
る
伊
藤
博
文
の
憲
法
調
査

─
』（
原
書
房
、
一
九
七
四
）、
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』

（
上
下
、
有
斐
閣
出
版
、
一
九
六
〇
）
な
ど
の
憲
法
制
定
史
の
中
で

既
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国

家
形
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
）
で
は
、
伊
藤
は
欧
州
に
お

い
て
、
行
政
の
実
態
や
現
実
の
政
治
が
執
ら
れ
て
い
る
現
場
に
立
ち

会
う
こ
と
で
そ
の
理
解
を
深
め
、
帰
国
後
日
本
で
の
立
憲
制
を
導
入

や
そ
の
運
営
に
際
し
て
、「
立
憲
の
カ
リ
ス
マ
」
と
し
て
自
己
の
政

治
的
威
信
の
源
泉
に
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
、

鳥
海
靖
「
伊
藤
博
文
の
立
憲
政
治
調
査
」（
鳥
海
靖
、
三
谷
博
、
西

川
誠
、
矢
野
信
幸
編
『
日
本
立
憲
政
治
の
形
成
と
変
質
』、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
五
）
で
は
新
出
の
書
簡
を
含
め
新
た
に
渡
欧
中
の
伊

藤
の
書
簡
が
整
理
さ
れ
、
伊
藤
の
欧
州
立
憲
政
治
調
査
の
様
相
が
さ

ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
３
）　

伊
東
巳
代
治
筆
記
「
大
博
士
斯
丁
氏
講
義
筆
記
」、（
清
水
伸

『
明
治
憲
法
制
定
史
（
上
）
─
独
墺
に
お
け
る
伊
藤
博
文
の
憲
法
調

査
─
』、
原
書
房
、
一
九
七
四
、
所
収
）。

（
４
）　

早
島
瑛
「
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
に
宛
て
た
福
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沢
諭
吉
の
書
簡
に
つ
い
て
」（『
近
代
日
本
と
ア
ジ
ア　

年
報
・
近
代

日
本
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
〇
）、
二
七
三
頁
。

（
５
）　

前
掲
、
瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』、
一
二
〇

‐
一
二
四
頁
。

（
６
）　

河
島
弘
善
『
河
島
醇
伝
─
日
本
勧
業
銀
行
初
代
総
裁
』（
河
島

醇
伝
刊
行
会
、
一
九
八
一
）
五
三
頁
。

（
７
）　

前
掲
、
瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
』、
一
二
八

頁
。

（
８
）　

堀
口
修
編
著
『
明
治
立
憲
君
主
制
と
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
─
天

皇
、
政
府
、
議
会
を
め
ぐ
る
論
議
─
』（
慈
学
社
、
二
〇
〇
七
）、
二

〇
‐
二
一
頁
。

（
９
）　

早
島
瑛
「
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
と
明
治
憲
法

の
制
定
」（
関
西
学
院
大
学
『
商
学
論
究
』
二
七
‐
一
・
二
・
三
・

四
合
併
号
、
一
九
八
〇
）、
六
二
七
頁
。

（
10
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
伊
藤
博
文
文
書
」
書
類

の
部
、
二
〇
九

（
11
）　

前
掲
、
清
水
伸
『
明
治
憲
法
制
定
史
（
上
）』、
二
四
頁
。

（
12
）　

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
三
月
十
五
日
墺
国
公
使
館
書
記
生

に
着
任
。

（
13
）　

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
三
月
八
日
墺
国
特
命
全
権
公
使
に

着
任
、
明
治
十
四
年
七
月
二
〇
日
仏
国
特
命
全
権
公
使
に
転
任
。

（
14
）　

本
間
清
雄
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
孝
「
横
浜
人
物
小
誌
⑧

明
治
初
期
一
外
交
官
の
軌
跡　

本
間
清
雄
」（『
横
浜
外
交
資
料
館
館

報
』
第
一
二
号
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
一
九
八
五
、
八
月
号
、
六
七

頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
墺
国
日
本
公
使
館
勤
務
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
左
記
に

そ
の
史
料
を
二
点
挙
げ
て
お
く
。

　
　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
岩
倉
使
節
団
文
書
」（
リ
ー

ル
一
八
、
三
一
三
コ
マ
）

　
　

本
間
清
雄
儀
昨
壬
申
年
博
覧
会
事
務
掛
リ
被
仰
付
候
處
其
前
ヨ
リ

同
人
儀
新
紙
幣
増
製
造
監
督
申
渡
置
専
ラ
右
事
務
勉
勵
罷
仕
候
折
即

今
度
博
覧
会
掛
関
澤
明
清
澳
国
ヘ
到
着
別
紙
ノ
通
申
越
候
處
清
雄
儀

ハ
右
御
用
勤
兼
候
付
テ
ハ
独
乙
国
語
ニ
通
候
者
無
之
候
テ
ハ
博
覧
会

速
ニ
運
ヒ
申
間
敷
ト
存
候
聞
右
事
務
掛
ノ
儀
ハ
御
一
行
中
行
ノ
一
名

ヘ
御
下
命
有
之
候
様
致
度
候
也

　
　
　
　
　

二
月
六
日　

�

鮫
島　

辨
理
公
使

　
　

全
権
大
副
使
閣
下

　
　

�

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
岩
倉
使
節
団
文
書
」（
リ
ー

ル
一
八
、
三
一
四
コ
マ
）

　
　

�

以
書
状
啓
上
仕
候
然
ハ
本
間
清
雄
儀
兼
テ
於
當
地
博
覧
会
事
務
掛

被
仰
付
有
之
筈
ノ
處
同
人
儀
目
今
紙
幣
製
造
御
用
取
扱
候
由
ニ
付

別
紙
ノ
通
申
越
候
右
ハ
如
何
ノ
行
違
ニ
候
哉
於
當
方
同
人
出
張
不

致
候
テ
ハ
指
向
キ
事
務
局
用
意
方
御
用
指
支
候
間
至
急
出
張
可
致

旨
更
ニ
御
申
渡
有
之
度
此
段
及
御
引
合
候
也

　
　
　
　

二
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

関
澤
明
清
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鮫
島　

辨
理
公
使
殿

（
15
）　

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
五
月
二
八
日
魯
国
特
命
全
権
公
使

に
着
任
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
兼
任
。

（
16
）　

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
五
月
二
十
二
日
着
任
。

（
17
）　

渡
邊
廉
吉
伝
記
刊
行
会
『
渡
邊
廉
吉
伝
』、
行
人
社
、
二
〇
〇

四
復
刻
。

（
18
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
〇
四
‐
三
〇
五
頁
。

（
19
）　

森
川
潤
『
明
治
期
の
ド
イ
ツ
留
学
生
』（
雄
松
堂
、
二
〇
〇

八
）
に
も
ウ
ィ
ー
ン
大
学
学
籍
登
録
者
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
渡
邊
廉
吉
の
名
前
は
な
い
。

（
20
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
〇
八
‐
三
〇
九
頁
。

（
21
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
二
五
‐
二
九
頁
。

（
22
）　

小
林
宏
「
解
題　

渡
邊
廉
吉
の
人
物
素
描
─
城
泉
太
郎
と
比
較

し
て
─
」（
小
林
宏
、
島
善
高
、
原
田
一
明
編
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』

行
人
社
、
二
〇
〇
四
、
五
〇
二
頁
）
で
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
を

示
唆
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
渡
邊
の
「
墺
国
在
留
記
」
中

の
年
代
不
明
の
記
事
は
、
ス
タ
イ
ン
講
義
の
メ
モ
と
思
わ
れ
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。

（
23
）　

柴
田
隆
行
「
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
お
け
る
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
」

（『
東
洋
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
第
四
四
‐
二
号
、
二
〇
〇
六
）
二
九

頁
。

（
24
）　

シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
年
の
講
義
は
木
曜
日
と
金
曜
日
が
休
み

で
、
土
曜
日
が
「
国
民
経
済
学
」
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る

と
、
最
初
の
「
九
日
」
は
水
曜
日
で
あ
る
。
順
当
に
曜
日
を
当
て
は

め
る
と
、
最
初
の
月
は
三
〇
日
ま
で
で
、
次
の
「
二
日
」
は
金
曜
日

と
な
る
。
こ
の
曜
日
と
日
付
が
並
ぶ
月
は
、
一
八
八
一
年
の
十
一

月
、
十
二
月
で
あ
る
。

（
25
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
二
五
頁
。

（
26
）　
「
井
田
譲
履
歴
書
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
井
田

譲
関
係
文
書
」）
に
よ
れ
ば
、
井
田
は
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年

三
月
八
日
に
特
命
全
権
公
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
用
向
き
の
為
し
ば
ら
く

東
京
に
在
任
し
、
五
月
二
十
七
日
に
ウ
ィ
ー
ン
に
向
け
て
出
発
し
て

い
る
。

（
27
）　

前
掲
「
井
田
譲
履
歴
書
」

（
28
）　

仏
国
特
命
全
権
公
使
の
鮫
島
尚
信
が
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）

年
十
二
月
に
パ
リ
で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
明
治
十
四
（
一

八
八
一
）
年
七
月
二
〇
日
に
井
田
譲
が
任
命
さ
れ
た
。
明
治
十
四
年

七
月
八
日
付
伊
藤
博
文
宛
井
上
馨
書
簡
（
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究

会
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
塙
書
房
、
一
九
七
三
、
一
六

三
頁
）
に
は
、「
仏
国
え
之
公
使
は
何
と
そ
井
田
を
転
任
被
仰
付
候

様
奉
願
候
。
御
承
知
通
り
大
山
え
之
約
も
有
之
傍
以
右
様
奉
願
候
。

ヲ
ウ
ス
タ
リ
ア
は
代
理
公
使
は
書
記
官
え
任
し
置
候
は
ゝ
可
然
奉
存

候
。」
と
あ
る
。

（
29
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
三
頁
。

（
30
）　

佐
藤
元
英
「
明
治
期
に
お
け
る
公
使
領
事
報
告
規
則
と
通
商
貿

易
関
係
情
報
の
編
纂
公
刊
に
つ
い
て
」（『
外
交
史
料
館
報
』
第
三

号
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
一
九
九
〇
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
在
外
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公
使
館
員
名
簿
に
よ
る
と
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
、
墺
国
（
維
也
納
）
公
使
館
に
雇
わ
れ
て
い
る
墺
国
人
は

バ
ロ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
で
、
翌
年
の
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
で
は
墺
国
人
ガ
ー
ゲ
ル
ン
に
代
わ
っ
て
い
る
。

ガ
ー
ゲ
ル
ン
の
任
期
は
明
治
十
年
代
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
シ
ュ
タ

イ
ン
の
前
任
者
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ガ
ー
ゲ
ル
ン
に
つ
い
て

は
、
前
掲
瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
─
シ
ュ
タ
イ
ン

国
家
学
の
軌
跡
』（
一
二
一
‐
一
二
四
頁
）
に
紹
介
が
あ
る
。

（
31
）　

前
掲
、
瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
―
シ
ュ
タ
イ

ン
国
家
学
の
軌
跡
』、
一
二
五
頁
。

（
32
）　

前
掲
、
瀧
井
一
博
『
文
明
史
の
な
か
の
明
治
憲
法
』、
一
一
二

頁
。

（
33
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
五
頁
。

（
34
）　

渡
欧
中
の
伊
藤
と
柳
原
に
つ
い
て
は
、
前
掲
坂
本
一
登
『
伊
藤

博
文
と
明
治
国
家
形
成
』
九
三
‐
九
四
頁
に
詳
し
い
。

（
35
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
三
頁
。

（
36
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
四
頁
。

（
37
）　

明
治
十
五
年
二
月
十
四
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
柳
原
前
光
書
簡

（
前
掲
『
渡
辺
廉
吉
日
記
』、
三
九
五
頁
）

（
38
）　

慶
應
義
塾
大
学
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』（
第
三
集
、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
一
）
二
一
一
‐
二
一
二
頁
。

（
39
）　

早
島
氏
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
が
福
沢
の
『
時

事
小
言
』
を
「
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
学
に
も
寄
与
し
得

る
文
献
で
あ
る
こ
と
認
め
た
」
点
に
、
こ
の
書
簡
の
重
要
性
が
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
が
目
を
通
し
た
の
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ウ
イ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
に
掲
載
さ
れ
た
「
甚
タ
簡
短
ナ
ル
抄
訳
」

で
あ
る
事
や
、「
政
体
学
一
般
ノ
為
メ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
広
ク
日
本
国

ノ
名
声
ヲ
世
界
ニ
発
揚
ス
ル
ニ
大
切
ナ
ル
ハ
、
余
カ
信
ス
ル
所
ナ

リ
」
と
述
べ
、
欧
州
の
い
ず
れ
か
の
国
の
言
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を

薦
め
て
い
る
点
な
ど
か
ら
み
て
、
当
時
、
欧
州
に
お
け
る
日
本
へ
の

関
心
が
美
術
や
文
化
的
興
味
一
辺
倒
で
あ
っ
た
状
況
の
中
で
、
日
本

か
ら
福
沢
の
『
時
事
小
言
』
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
異
文
化

と
し
て
の
日
本
に
目
が
向
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
が
一
つ

の
国
家
と
し
て
欧
州
で
認
識
さ
れ
る
端
緒
と
な
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
40
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
三
集
、
二
一
〇
‐
二
一
一
頁
。

（
41
）　

本
間
清
雄
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
孝
「
明
治
初
期
─
外
交
官
の
軌

跡　

本
間
清
雄
」（『
横
浜
開
港
資
料
館
館
報
』
第
十
二
号
、
一
九
八

五
、
六
七
頁
）
に
紹
介
が
あ
る
。

（
42
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
伝
』
中
、
二
五
二
頁
。

（
43
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
伊
藤
博
文
文
書
」
書
類

の
部
、
二
〇
九

（
44
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
六
頁
。

（
45
）　

明
治
十
五
年
五
月
二
十
四
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
柳
原
前
光
書

簡
、
前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
七
頁
。

（
46
）　

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
三
月
一
七
日
に
宮
中
に
制
度
取
調

局
が
設
置
さ
れ
、
伊
藤
博
文
が
長
官
に
就
任
し
た
。
三
月
二
十
二
日

に
は
制
度
取
調
局
御
用
掛
太
政
官
権
少
書
記
官
に
渡
邊
廉
吉
が
就
い
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て
い
る
。
渡
邊
と
伊
藤
の
面
識
は
伊
藤
の
渡
欧
の
際
に
始
ま
る
が
、

こ
の
時
の
縁
故
が
の
ち
の
制
度
取
調
局
の
人
事
に
影
響
を
与
え
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
47
）　

明
治
十
五
年
六
月
二
十
六
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
柳
原
前
光
書

簡
、
前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
七
頁
。

（
48
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
井
上
馨
関
係
文
書
」、

明
治
十
五
年
七
月
五
日
付
、
井
上
馨
宛
伊
藤
博
文
書
簡

（
49
）	

ス
ロ
ベ
ニ
ア
のSteierm

ark

州Laško

（
ド
イ
ツ
語
で
は

T
üffer

）
に
シ
ュ
タ
イ
ン
が
所
有
し
て
い
た
保
養
所
が
存
在
し
た
。

（
50
）　

明
治
十
五
年
八
月
十
日
付
、
本
間
清
雄
宛
井
田
譲
書
簡
、
本
間

家
所
蔵
「
本
間
清
雄
宛
書
簡
綴
」、
横
浜
開
港
資
料
館
提
供

（
51
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
五
四
‐
五
五
頁
。

（
52
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
伝
』
中
、
二
九
六
頁
。

（
53
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
一
一
四
‐
一
一
五

頁
。

（
54
）　

ド
イ
ツ
語Stein

は
「
石
」
の
意
味
を
持
つ
。

（
55
）　

前
掲
、
坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
』、
九
二
頁
。

（
56
）	JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

03022898700
、

公
文
別
録
・
太
政
官
・
明
治
十
五
年
〜
明
治
十
八
年
・
第
一
巻
・
明

治
十
五
〜
明
治
十
六
年
（
国
立
公
文
書
館
）、「
澳
国
学
士
ス
タ
イ
ン

氏
傭
入
結
約
ヲ
伊
藤
参
議
ニ
委
任
并
同
氏
年
金
給
与
ノ
件
」

（
57
）　

明
治
十
五
年
八
月
十
一
日
付
、
岩
倉
具
視
宛
伊
藤
博
文
書
簡
、

前
掲
『
伊
藤
博
文
伝
』
中
、
二
九
四
‐
二
九
九
頁
。

（
58
）　

伊
藤
が
受
け
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
は
伊
東
巳
代
治
に
よ
っ
て

筆
記
さ
れ
、『
斯
丁
氏
講
義
筆
記
』
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
憲
政

資
料
室
所
蔵
「
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
」
所
収
の
他
、
清
水
伸
『
明

治
憲
法
制
定
史
（
上
）
─
独
墺
に
お
け
る
伊
藤
博
文
の
憲
法
調

査
─
』（
原
書
房
、
一
九
七
一
）
に
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
伊
東
巳

代
治
筆
記
の
『
純
理
釈
話
』
も
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

「
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
59
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
傳
』
中
、
三
二
二
‐
三
三
一
頁
。

（
60
）　

前
掲
、
堀
口
修
編
著
『
明
治
立
憲
君
主
制
と
シ
ュ
タ
イ
ン
講

義
』

（
61
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
八
頁
。

（
62
）　

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
十
一
月
十
五
日
、
伊
藤
博
文
宛

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
書
簡
、（
前
掲
『
伊
藤
博
文

伝
』
中
、
三
二
二
‐
三
三
一
頁
、
所
収
）

（
63
）　
「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
」
お
よ
び
シ
ュ
タ
イ
ン
講
義
に
つ
い
て
は
、

前
掲
、
瀧
井
一
博
『
ド
イ
ツ
国
家
学
と
明
治
国
制
─
シ
ュ
タ
イ
ン
国

家
学
の
軌
跡
─
』
や
堀
口
修
編
著
『
明
治
立
憲
君
主
制
と
シ
ュ
タ
イ

ン
講
義
』
に
詳
し
い
。
ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ン
に
宛
て
た
日
本
人
の
書

簡
は
萩
原
延
壽
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
シ
ュ
レ
ス
ビ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
キ
ー
ル
に
あ
る
、
州
立

図
書
館
（Schlesw

ig-H
olsteinische Landesbibliothek

）
に
『D

er 
japanische N

achlass Lorenz von Steins

（1815-1890

）』
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
64
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
九
頁
。

（
65
）　

北
畠
道
龍
と
シ
ュ
タ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
野
武
『
明
治
憲
法
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制
定
と
そ
の
周
辺
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
四
）
に
詳
し
い
。

（
66
）　

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
五
頁
。

（
67
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
一
一
四
‐
一
一
五

頁
。

（
68
）　

明
治
十
四
年
十
二
月
十
一
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
柳
原
前
光
書

簡
、
前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
四
頁
。

（
69
）　

明
治
十
四
年
十
月
十
八
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
柳
原
前
光
書
簡
、

前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
三
頁
。

（
70
）　

明
治
十
五
年
五
月
二
十
四
日
付
、
渡
邊
廉
吉
宛
柳
原
前
光
書

簡
、
前
掲
『
渡
邊
廉
吉
日
記
』、
三
九
七
頁
。

（
71
）　

前
掲
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
五
四
‐
五
五
頁
。

＊
本
報
告
は
、
平
成
二
十
二
年
度
お
茶
の
水
女
子
大
学
女
性
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
学
生
海
外
調
査
」
の
援
助
を
受
け
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
行
っ
た
史
料
調
査
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


